


[image: ]










失業中の元大聖女ですが、再就職先は騎士団（長）に決まりそうです
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「またダメでしたあ……」

　一人の女性が、そんな言葉とともにへなへなとテーブルに突っ伏した。

　彼女の前に座る女性は「そりゃあそうでしょうね」と呆れた様子だ。

　季節は、夏の終わりごろ。二人がいるのはカフェのテラス席だが、パラソルに日差しが遮られているため、さほど暑くはない。この国、グラントール王国は他国に比べて冬が厳しいものの、夏は比較的過ごしやすいのだ。

　ひと月ほど前までそれはもう忙しく働いていた彼女たちだが、今ではこうしてゆっくりお茶をするぐらいの余裕がある。

「私の顔と名前を確認すると、みんな『うちでは雇えません』って言うんです……」

　悲し気にそう話す彼女の名は、ソフィア・ミントン。元大聖女様で、この国の英雄だ。

　肩ほどまでの長さのふわりとした銀の髪には、緩やかなウェーブがかかっている。風がそよぐときらきらと光った。力なく伏しているが、頭頂部から両肩に向かって垂れる花冠はなかんむりを模した髪飾りを傷つけないよう、気を配ることは忘れない。

「聖女以外の仕事に就くのが、こんなに大変だなんて……」

　今でこそ落胆の色を浮かべているものの、くりくりとした緑の瞳には優しさが宿る。あどけなさは残っているが、体つきは丸みを帯び胸も膨らみ……と女性らしい。まとう雰囲気はふわふわとしており、どこか小動物っぽさを感じさせる。

　彼女が一国を救った英雄です！　なんて言われても、簡単には信じられないだろう。

　しかし、姿絵が出回っているうえに、国民主導で銅像まで造られはじめるほどに支持されているから、顔と名前を見れば彼女がソフィアであるとみんな気が付いてしまう。

　ただお茶をしながら談笑しているだけの今だって、通りすがりの子供が「あ、ソフィア様だ」なんて言っている。

　みなを救えたこと、頑張りを認めてもらえることは、素直に嬉しいのだが……。

　有名になりすぎてしまったために、ソフィアは困っていた。






　グラントール王国は、未曽有の危機を迎えようとしていた。

　天候不良による昨年秋の不作に加えて、国中で大量発生した魔物に家畜や畑が食い荒らされた。騎士たちも奮闘したが魔物の侵攻を食い止めることはできず、民間人まで襲われはじめた。

　この国の多くの地域は、冬には雪に覆われて交通網がまともに機能しなくなる。そのため、冬の間はその町に配属された騎士や聖女が必死に人々を守っていたのだが……。

　このままでは大飢饉が発生するおそれがあるうえに、魔物に人命が脅かされてしまう。

　飢えて死ぬか。魔物に襲われて命を落とすか。どちらかのみの未来を想像し、人々は大きな不安と恐怖に襲われた。

　しかし、それは杞憂に終わった。

　雪解けとともに動き出した一人の女性が、この事態を見事に治めてみせたのだ。

　その人の名は、ソフィア・ミントン。

　弱冠九歳にして聖女としての資質を見出され、十五歳のときには国一番とまでいわれるようになった、大聖女様だ。類まれなる力を持つ彼女が各地で祈り、作物に力を与え、魔物を退け、傷ついた人々を癒したからこの国は救われた。

　人々はソフィアを英雄と呼んで称え、王家も彼女の素晴らしい働きを評して恩賞を与えた。一説には、恩賞の多くは金銀で、彼女の持つ資産は上級貴族にも劣らないとされている。そんな風に噂されるほどに、彼女の功績は凄まじいものだった。

　ソフィアは事態の収拾のために神聖力――聖女がその能力を行使するための力の源だ――を使い切って聖女としての力を失い、引退したという話も有名だ。

　国を救って引退した彼女は、これまで働き詰めだった分、恩賞をもとに悠々自適な生活を送るのだろう。

　多くの人はそんな風に考えていたし、お勤めご苦労様です、あとはゆっくり休んでください、が大多数の国民の思いでもあった。






　しかし、当の元大聖女様はといえば……。

　再就職先を求めて就活の真っ最中だった。

　だが、全ての場所で丁重に断られている。その件数は二桁を優に超え、ソフィアの就職活動は難航していた。

　聖女としての就労歴は八年で、既に引退した身だがソフィアはまだ十七歳。本来であれば、社会の一員として本格的に認められてくる年頃だ。

　条件を厳しく設定しているわけでもないのにここまで仕事が見つからないことは、そうそうないだろう。

「雇ってえ……。誰か雇ってくださいい……！」

「……あなたは国を救った英雄だもの。雇ってと言われたって、みんな気後れするわよ」

「うう……」

　しょぼしょぼし続けるソフィアにきっぱりそう告げるのは、元同僚のエルシィ・キャンベルだ。一つ上の十八歳で、現役の聖女である。同僚として接するうちに親しくなり、今ではエルシィはソフィアのことを危なっかしい妹のように思っている。

　ソフィアは平民の出身でエルシィは子爵家の長女だが、聖女の序列や報酬に家柄は関係ないため、二人は友人となることができた。

「……どうしても再就職したいの？」

「もちろんです！」

　当然だと言わんばかりの力強い答えに、エルシィはため息をつく。

「そうは言っても……。そもそも、これ以上働く必要があるの？　恩賞だってしっかりもらったんでしょ？　あとの人生はのんびり過ごしたって、誰も文句言わないと思うけど」

「それは……。そうかもしれませんが……」

　民衆が噂するような「上級貴族にも劣らない資産」は流石に大げさだが、この先困らない程度の金銀を渡されているのは確かだ。けれど「そうですね」とも言えなくて、ソフィアは目を伏せた。

「そうかもじゃなくて、そうなの。ソフィアが聖女になったのって、九歳のときでしょう？　子供のころ遊べなかった分を今から取り戻したって、バチなんか当たらないわよ」

「今から……取り戻す……」

　この国では、十二歳となった女性を対象に、聖女を探すための能力検査が行われている。

　そこで聖女としての資質ありとされた場合、教会預かりとなりお務めと修業に励むのだ。

　九歳の時点で能力が発現して教会に引き取られたソフィアは、通常以上に厳しい訓練を受けていたこともあり、子供らしい子供時代など過ごせていなかった。

　だから、エルシィの話す内容が少し魅力的にも思えた。

「人生、仕事だけじゃないんだから。……ソフィア。あなたはよく頑張った。これからは、自分の人生、あなたの好きにしていいのよ」

　それまではきはきと話していたエルシィの声が、優しいものに変わる。

　語りかけるような口調にソフィアが顔を上げると、エルシィは水色の瞳を優しく細めていた。

　ソフィアは、エルシィの腰まで届く金の髪と、空のような水色の瞳が好きだった。まるで絵本の中のお姫様のようだと思うのだ。

　通例通り十二歳で聖女となったエルシィは、もう六年もソフィアのそばにいる。

　危機の解決のためソフィアが国中をまわったとき、そばで支えてあげてほしいと教会の上層部に指名され、ともに旅をしたのも彼女だ。

　だから、ソフィアが誰よりも頑張ってきたことも、人々を救うために自分の暮らしを犠牲にしてきたことも、エルシィはよく知っている。

　これからは好きにしていいのだという彼女の言葉は、心からのものだった。

「エルシィさん……」

　そんな思いが届いたのだろうか。ソフィアはどこか感激した様子で友人の名を口にすると、エルシィを見つめた。

　元同僚で友人でもある二人の静かな時間が、少しだけ流れて。

　わかってもらえたかしら、とエルシィが考えた直後、

「でも、働いていないと落ち着かないんです……」

　ずーんと肩を落とすソフィアが、両手で顔を覆いながらそう言った。

「働きすぎて、休むって概念がなくなっちゃったのね……」

「そうみたいです……」

　天才だ希望の星だ、この子は人々を救う救世主になるなどと言われ、幼い頃から多くを求められてきたソフィア。元大聖女様は、すっかりワーカホリックになっていた。






　その後も、ソフィアは仕事を探し続けた。

　飲食店の調理スタッフに、給仕。貴族や商人のお屋敷のメイド。

　商店、工場、前職の聖女とも繋がりのある病院や薬局など、片っ端から応募し、片っ端から落ちた。

　ふとしたやりとりで人員を求めていることがわかった店などにもアタックをかけたが、やはりダメだった。

　ソフィアが住む王都・ケルクの施設や店で、彼女の「働かせてください」を聞いていない場所などないのでは、といった勢いだ。

　不採用の理由はみな同じく「ソフィア様を雇うなど恐れ多い」「ソフィア様に失礼があってはいけないから」だった。

「恐れ多いとか、失礼とか、そんなことないのに……」

　落ちて落ちて落ちまくり、未応募の場所を探すほうが難しくなってきたソフィア。

　しょんぼりとしながら、先日エルシィとともにお茶をしたカフェにやってきていた。

　ここはソフィアが所属していた教会本部からも近く、現役のときにもよく来ていたお気に入りの店なのだ。

　本日も屋外の席を使っているため、道行く人々が「ソフィア様だー」と言いながら通り過ぎていく。

　引退後に王から与えられた屋敷に引きこもりでもしない限りはこうなるため、もう慣れっこである。

　民衆の声に応えて軽く手を振るソフィアの頬を、風が撫でていく。

「涼しくなってきちゃったなあ……」

　ひたすら不採用になっているうちに時は経ち、グラントール王国は実りの秋を迎えようとしていた。

　昨年の秋から大飢饉の危機に瀕していたこの国が、「実りの」なんて季節を迎えることができるのは、他でもないソフィアのおかげだ。

　しかしそのソフィアはといえば、必死の就職活動がこれっぽっちも実を結ばないのだから困ったものである。

「このままだと、無職のまま冬を迎えそう……」

　生活に困りはしないが、誰にも自分を受け入れてもらえない状態でさらに季節が過ぎるのかと思うと、想像しただけで心にひゅーひゅーと隙間風が吹くようだ。

　この先、ずっと仕事がないのでは？　悪い想像をしてしまったせいで、まだそこまで寒くないというのにソフィアはぶるっと震えた。

「うう……誰か……。どこか……」

　泣きたい気持ちでそう呟いて、テーブルの上にあるカップをそっと両手で覆う。

　肌寒くなってきたからと温かいお茶を頼んだのだが、もう冷えかけていたために心身を温めてはくれなかった。

「……聖女じゃない私を必要としてくれる人なんて、いないのかな」

　カップに触れたまま俯く。

　教会にいたころの彼女は、引っ張りだこというにふわさしい状態だった。

　聖女には、三つの能力がある。

　作物に活力を与える豊穣の力。魔物を退ける退魔の力。それから、人々を癒す治癒の力。

　一言に聖女といっても能力にはばらつきがあり、このうちの一つしか使えなかったり、三つ全て使えたとしても、その習熟度もそれほど高くなかったりすることが多い。

　しかし国一番とまでいわれたソフィアは、どの力も最高水準で行使することができたため、みなが彼女に助けを求めたのだ。

　多くの人に必要とされ、「ありがとう」と言ってもらえたあの時間は、ソフィアにとって幸福なものだった。

　英雄の名誉と資産だけが残り、もう誰にも求めてもらえないこの状況は、なんだかとても寂しく悲しいものに思える。

（力を失った私のことなんて、誰も……）

　そんなことを考えて、ソフィアがすっかり下を向いてしまったときだった。

「……ソフィア様？」

　聞き覚えのある声が、ソフィアの耳に届く。

　ハッとして顔を上げると、そこには。

「団長さん？」

　ソフィアの昔馴染みの騎士様――出会ったころは新米だったが、今では騎士団長にまで上り詰めている――ウィルフレッド・カーライルの姿があった。






「お久しぶりです。ソフィア様。お会いできて嬉しいです」

　ソフィアの許可を得て、ウィルフレッドが向かい側に座る。店員に飲み物を注文し終えると、どこか声を弾ませながらソフィアに柔和な笑顔を向けた。

「私もです。団長さん。お会いするのは、私が引退して以来……。数か月ぶりでしょうか」

「ええ。あのあと、俺は事後処理のために各地をまわっていましたので」

　ウィルフレッドの言う「あのあと」とは、危機の回避後、ソフィアが謁見の間に呼び出され王から感謝の言葉と恩賞を賜ったときのことだ。

　騎士団長のウィルフレッドも国の重鎮たちとともにその場に控えており、ソフィアと王が言葉を交わす場面を見守っていた。

「団長さんが王都に戻ってきたのは、いつ頃なのですか？」

「本当に、つい先日のことで……。今日はようやくの休暇なんです」

　そう言うと、彼は苦笑する。

　どおりで見かけなかったわけだ、とソフィアは納得した。

　教会と騎士団の建物は、隣り合っていることが多い。この王都・ケルクでも本部同士がお隣さんである。職務上どうしても怪我をしやすい騎士たちを、聖女の力で素早く癒すためだ。

　簡単に行き来できるから、緊急の出動で聖女の同行が必要となった際などに連携も取りやすい。

　ソフィアの屋敷も両本部からさほど離れていないため、引退後の今も顔見知りとはちょくちょく行き会う。

　しばらくウィルフレッドに会わなかったのは、そもそも彼が王都にいなかったからだった。

「……ところで、ソフィア様は最近どうされているのですか？」

「えっ、えっと……。それは……」

　ウィルフレッドの何気ない質問に、ソフィアは口ごもる。

（どうしよう、なんて答えればいいの……!?）

　求職中なのですがどこにも雇ってもらえないのです、とはなんだか言いにくくて、「ええっとお……」と目を泳がせた。

　そんな態度を不思議に思ったのか、ウィルフレッドは「ソフィア様？」と心配そうだ。

　彼の黒い瞳に、ソフィアの姿が映り込む。

　ううーんと悩むソフィアは気が付いていないが、彼女を見つめるウィルフレッドの瞳は優しく、愛情すら滲んでいる。

　もはや、恋人を見守る男のそれだ。

　彼は、目の前の彼女に長年の片思いをしていた。






　ウィルフレッド・カーライルはこの国の騎士団長で、侯爵家の嫡男でもある。

　年齢は、ソフィアと五つ違いの二十二歳。この地位に就いてから、まだ半年ほどしか経っていない。二十二歳での騎士団長就任は、歴代最年少記録だ。

　そんな彼だが、ソフィアの前では彼女を愛おしく思う気持ちが表情や所作から漏れ出してしまう。

　短く整えられたさらさらの黒い髪に、同じ色の瞳。彼の凛々しさを引き立たせるはずの切れ長の目も、今は穏やかな雰囲気を醸し出している。

　騎士であるため体つきはしっかりしており、身長も高い。

　女性としては平均的な身長でやや華奢なソフィアなど、ウィルフレッドがその気になれば即座に抑えつけられてしまうだろう。……彼がソフィアにそんなことをするはずはないが。

　非番だからか、今日の彼は騎士団の制服ではなく、私服に身を包んでいる。

　黒のスラックスに、白いシャツ。装飾はなくシンプルだ。一番上のボタンは開いているが、だらしない印象はない。

　普段がかっちりしている反動か、私服姿は意外とラフなのである。

　ソフィアもふわりとした可愛らしいワンピースにいつもの花冠をつけて……とやや裕福な町娘のような格好をしているため、はたから見ると一般の男女のデートのようだ。

　ウィルフレッドはようやく得た休日にソフィアに出会えたことを、心から喜んでいた。

（ここはソフィア様お気に入りの店だから、もしかしたらと思ったが……。本当に会えるとは）

　こんなことまで考えている具合である。

　久々に会うことの叶ったソフィアはなにやら悩みを抱えているようだが、それを隠すことも取り繕うこともできずにいる姿が可愛らしく思える。

　他の追随を許さないほどの力や功績を持つというのに、普通の女の子のようにくるくると表情を変え、誰に対しても優しく丁寧に接する彼女のことが、ウィルフレッドは大好きだった。

　少しのあいだ、これまで見てきたたくさんの表情を思い出しつつ、今目の前にいる彼女の姿を堪能していた彼であったが、流石に可哀想になってきてもう一度声をかける。

「ソフィア様。なにかお困りですか？」

「……へ？」

「答えにくいことでしたら、無理にとは言いませんが……。俺で力になれることなら、話してみていただけませんか？」

　困りごとがあると、どうしてわかったのだろう。ソフィアはそう感じたが、ウィルフレッドは前々からこういうところがある。……まあ、今回に関しては、ウィルフレッド以外の誰もが、ソフィアが何を悩んでいるかを知っているのだが。

　彼がソフィアの異変にすぐに気が付くのは愛のなせる業であるが、想われている張本人は「団長さんってよく声をかけてくれるのよね」「団長になるぐらいだもの、きっと周りをよく見ているんだわ」ぐらいに思っていた。

　彼は、自分のことを気にかけてくれている。ウィルフレッドの気持ちを感じ取ったソフィアは、少し迷ってから自身が置かれている状況を正直に話し始めた。






「……再就職先が決まらない、と」

「はい……」

　ふむ、と考える様子を見せるウィルフレッドの前で、ソフィアはしょぼしょぼしていた。

　ウィルフレッドに比べればただでさえ小さな彼女が、今はより一層小柄に見える。

「どこに行っても、恐れ多いなんて言われてしまって……。最初は、言葉の通りに受け止めていたんです。でもだんだん、本当は私なんて誰も雇いたくないんじゃないか、私にはもうなにもできないんじゃないかって、思えてきて……」

「ソフィア様……」

　すっかり俯いてしまったソフィアだったが、ウィルフレッドの心配そうな声を聞いてぱっと顔を上げる。

「あっ、す、すみません！　暗い話をしてしまって……！　就職活動を続けていれば、いつか私の前職を気にしない方にも出会えますよね。きっと！　きっと大丈夫です！」

　そんなことを口にしているが、無理に明るく振る舞っているのは明らかで、なんとも健気な姿にウィルフレッドは胸を痛めた。

　ウィルフレッドはソフィアのことが大好きだ。好きで好きでたまらない。彼女が妻としてそばにいてくれたら、いくらでも頑張れると思っている。かなり、だいぶ、結婚したい。

　それだけ大好きな相手が困っているというのに、放っておける男など存在するだろうか。

　恋する男は、なんとかして彼女の力になれないだろうかと考えを巡らせ――一挙両得の妙案が浮かんだ。

（就職……？　結婚……？　これだ……！）

　この年で団長となる男だ。ウィルフレッドは本来、頭のいい人物である。

　しかし、ソフィア様大好き可愛い結婚したい、力になりたい！　で思考が埋め尽くされた今、彼の能力は著しく低下していた。

「ソフィア様。永久就職先候補なら、ここにありますが……。いかがでしょうか」

　唐突にとんでもないことを口にしたウィルフレッドは、これ以上ないほどに凛々しい顔をしていた。

　しん、と場が静まり返る。

　ごく短い時間に彼は冷静になり、「なにを言っているんだ俺は!?」と自問した。

　ウィルフレッドはもう、冷や汗だらだらだ。

　結婚を申し込む以前に、交際すらしていない。もっと言えば、鈍い彼女にも届く言葉で好意を伝えたこともない。

　貴族同士であれば婚約から始まることも珍しくないが、ソフィアは一般の家庭の出。順序を無視するにもほどがある。

　やらかした男は、思う。

（終わった……）

　と。

　二人の関係は、昔なじみの聖女と騎士。それだけのものだった。

　もちろん、それなりに親交を深めてはいたのだが……。「ご関係は？」と聞かれれば、治す人と治される人だ。

　それなのに、突然のプロポーズ。ソフィアからすれば「え？　急になに言ってるのこの人。うっわー気持ち悪い」に違いない。

（土に埋まりたい……）

　ウィルフレッドがこの世の終わりのような気分になっているとき、「プロポーズ」をされたソフィアはといえば……。

（永久……就職……？　つまり、騎士団で長く雇ってくれるってこと……!?）

　と、彼の意図とは異なる解釈をしていた。

　ソフィアは、確かめるように静かに問うた。

「団長さん。そのお話、本当ですか？」

「え？」

「永久就職って……」

「は、はい！　男に二言はありません！」

「……！」

　びしっと姿勢を正すウィルフレッドの前で、ソフィアはぱあっと表情を輝かせた。キラキラとした緑の瞳が眩しい。

　彼女の笑顔に直撃された男は、「かわいいー」と呑気な感想を抱いていた。それほどまでに、彼はソフィアに弱いのである。

　ソフィアは、身を乗り出す勢いでこう続ける。

「ぜひ！　私なんかでよければ、喜んでお受けします！」

「……！　ほ、本当によろしいのですか!?」

「もちろんです！」

「ソフィア様……！」

　穴に入って二度と出てきたくない状態から、一転。「プロポーズ」を快諾されたウィルフレッドは、幸福の絶頂にいた。






　ソフィアは騎士団に再就職できると、ウィルフレッドはソフィアにプロポーズを受け入れてもらえたとそれぞれ思い込んで、二人は幸せたっぷりの笑顔を向け合った。

「よろしくお願いします、団長さん！」

「よ、よろしくお願いします！　ソフィア様っ……！」

















第二章












「今日は、新しい団員の紹介を行う」

　その日は、騎士団長であるウィルフレッド自ら、演習場での朝礼を取り仕切っていた。

　ずらっと並ぶ騎士たちの前に立つ凛々しい姿は、気品すら感じさせる。

　そんな彼の隣にいるのは、団長に比べればずいぶんちまっとした女性だ。女性用の制服に身を包んでいるが、まだ着られている感があり初々しい。柔らかな雰囲気は、男所帯の騎士団には不釣り合いにすら思える。

　みな、その女性が誰なのかすぐに理解できたのだろう。ざわめく騎士たちを、ウィルフレッドが咳払い一つで静めた。

「炊事や応急処置といったサポートを担当することになる、元大聖女のソフィア・ミントンだ。彼女が騎士団で働く姿を見れば、驚く者も多いだろう。混乱を防ぐためにも、この場で私から紹介した」

　ウィルフレッドに促され、ソフィアからも挨拶をする。

「ソフィア・ミントンです。元大聖女、とご紹介いただきましたが、この場では一介の新人に過ぎません。みなさま、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします！」

　ぴしっと姿勢を正す彼女は、誰が見てもわかるほどにやる気にみなぎっていた。

　朝礼を終えると、ウィルフレッドはソフィアを伴って移動する。

　彼女が連れていかれた先は、団員用というよりも……客人への対応に使うようなしつらえの部屋だった。

「では、ソフィア様。案内の者がやってきますので、それまでここでお待ちください」

　ウィルフレッドに勧められたソファは、上等な作りで座り心地もよさそうだ。

　団員として働く気満々だったソフィアは、この扱いに「あれ？」と首を傾げたくなった。

「団長さん。……いえ、団長。騎士団の一員となった今、私はあなたの部下です。客人扱いも、『様』付けも必要ありません。どうか、私のことはソフィア、またはミントンとお呼びください」

「えっ……。いや、ですが……」

「敬語もおやめください。……たしかに私は元大聖女で、これまでは聖女と騎士として関係を築いてきました。ですが今は明確な上下関係があるのですから、団内の秩序を守ることを優先していただきたいのです」

　ソフィアの緑の瞳がまっすぐにウィルフレッドの姿をとらえる。彼女の言うことももっともであった。

　彼は、団員たちにはとても見せられないような苦悶の表情で額を押さえたあと、小さく息を吐く。

「……わかった。ソフィア。客人扱いも、様付けもしない。これからよろしく頼む」

「はい！　団長！　よろしくお願いします！」

　そう返すソフィアは、やはり元気いっぱいに張り切っている。

　ウィルフレッドは「今日も可愛いなー」なんて思いつつも、どうしてこうなったのかと内心頭を抱えた。






「思えば、こんなにも簡単に上手くいくはずがなかったんだ……」

　ソフィアの入団から一週間ほどの時が経った。休前日のウィルフレッドは、友人と二人で酒場を訪れていた。自分たちの立場を考え、一応は個室を使っている。

　普段はあまり飲まないウィルフレッドだが、今日ばかりは自ら進んで強めの酒を煽っていた。

「様付けから呼び捨てに変わったのに、むしろ距離は開いてるってなかなかないよな。前は……一応、友人？　で、今はただの上官と部下。悲し～」

　からかうようにそう口にする友人を、ウィルフレッドはぎっと睨みつける。

「うるさいっ！　お前になにがわかるっ……！」

「うわ、マジギレじゃん。珍しい」

　ウィルフレッドの向かいに座り、おーこわ、と肩をすくめるのは副官のライリー・クライヴだ。

　柔らかな茶色のくせ毛に、金色の瞳。軽薄そうな笑みを浮かべて冗談を飛ばすことも多く、やや軽い雰囲気のある、貧民街出身の男だ。

　その生い立ちで団長の副官になるぐらいだから、本当は真面目で努力家なのだが、見た目や振る舞いのせいで「チャラい奴」と誤解されやすい。

　二人は同い年で、新米時代から付き合いのある親友でもあった。

「ううっ、ソフィア様……。こんな形で『ソフィア』と呼ぶことになるなんて……」

　すっかり酔いがまわったウィルフレッドが、グラスを握ったままテーブルに上体を預ける。

　いつかは妻となった彼女と「ソフィア」「ウィル」と呼び合って……なんて夢を見ていたらこれだ。現実は非情である。

「もうさ、『好きだ』ってはっきり言えばよくね？」

「何度か言った。『私もです！』と元気に返された」

「あ、そう……。想像できる～」

　ウィルフレッドは彼女と出会ってからここまでの間に、複数回にわたって彼女に好意を伝えようとしていた。

　あなたのことが好きです、尊敬しています、お慕いしております、などなど。

　しかしそのどれも愛らしい笑顔でスルーされ、現在に至っている。

　そこからの「プロポーズ成功」である。すれ違いに気が付く前のウィルフレッドの喜びようは、これ以上ないものだった。

　ソフィアと結婚できると思ったウィルフレッドが大歓喜する姿も、今のしょぼくれた状態も知っているライリーは、軽くため息をつく。

「ま、今晩は付き合うからよ。好きなだけ飲めばいいさ」

「ああ……。ありがとう……」

　今夜のライリーは、酔いつぶれた親友を侯爵家の屋敷まで運ぶことになりそうだ。こいつ重いんだよなあ、と思いながら彼も酒を飲み進めた。






　数か月ぶりにソフィアに再会したあのとき、プロポーズを受け入れてもらえたと思い込んだウィルフレッドは、指輪を選び始めるほどに浮かれていた。

　すれ違いが判明したのは、次に彼女に会ったタイミングだ。お互いに準備も必要だからまた会いましょう、と約束を取り付けてあったのだ。

　サプライズで婚約指輪を贈るよりも、二人で一緒に選んだほうがいいだろうか。せっかくなら、ソフィアの意見も聞いてより喜んでもらえるものを用意したい。

　そう思い、カフェで合流したソフィアに「今度一緒に指輪を見てみましょう」と伝えようとした、そのとき――。

「入団にあたって、特別必要なものなどはありますか？」

　ソフィアは、こてんと首を傾げてそう言った。

「……入団？」

「はい。就職って、騎士団のこと……です、よね？」

　ウィルフレッドがぽかんとしたせいだろう。まさか違ったのかと、ソフィアは不安そうな様子を見せた。

　自分の言った「永久就職」が騎士団への就職と受け取られていたことに、彼はここで気が付いた。

　だから彼女はあんなに喜び、その場で快諾してくれたのだろう。

　もしここで「違う」と言ってしまったら、ソフィアはきっと悲しむ。

　結婚の約束などしていなかったことを理解したウィルフレッドは、大泣きしたい気持ちを抑えつけ、笑みを作った。

「ええ。もちろんです。ソフィア様がいれば、きっとみなの士気も上がります。これから、入団にあたっての準備を進めていきましょう」

　男・ウィルフレッドは、自身の感情よりも、想い人の笑顔と幸せを優先した。

　結果、ソフィアは無事に再就職。

　聖女として培った医療関係の知識や炊事のスキル――炊き出しも教会も仕事の一部だったのである――を存分に発揮している。

　見目がよく人当たりもいいうえに、元大聖女様ときた。ウィルフレッドが話した通り、団員たちの士気は高まっている。

　元より知り合いの者も多いから、ソフィアに遠慮しすぎてぎくしゃくするといったことも起こりにくいようだ。

　騎士団は、ソフィアの再就職先として最適だったのかもしれない。






　彼女が喜んでくれてよかった。ウィルフレッドは心からそう思っている。けれどプロポーズだとすら思われていなかったことは、素直に悲しいし恥ずかしい。

　仕事に支障がないようにと休前日を選んで酒を煽る彼を、誰が止められるだろう。

　泥酔寸前のウィルフレッドをライリーが見守る。事の顛末を知る者として、ライリーは彼に付き合い、面倒を見るつもりだった。
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　一方ソフィアは、ウィルフレッドがやけ酒までしたことなど知らぬまま、騎士団に馴染んでいった。

　主に食事に関する業務を担当しており、彼女は食堂にいることが多い。

　食事係であるがゆえに、休憩は他の騎士たちとは少しずれている。昼食提供後の片づけから、夕方以降に出す食事の準備を開始するまでのあいだが、ソフィアが休める時間だ。

　昼休みが遅れた者が居合わせたときには、ともに食事をとりながら会話を楽しむこともある。

　みなソフィアに興味津々で、邪魔にならない程度に話しかけてくれるのだ。

　今日は聖女時代に交流のあった男性騎士と休憩が重なったため、彼と話しながら昼食をとっていた。

「ソフィア様は、どうして騎士団に？　再就職先を探しているという噂は、なんとなく聞いていましたが……」

「あはは、お恥ずかしい。実は、騎士団にも一度は断られているのですが……。私が就職活動をしていると知ったウィルフレッド団長が、席を用意してくれたのです」

　ソフィアが真っ先に「働きたいです」と伝えた場所は、教会と騎士団だった。

　教会は、聖女たちの指南係として仕事があるのではと思ったから。騎士団は、元より繋がりがあったため彼らの職務についての知識もあり、なにか役に立てることがあるかもしれないと考えたからだ。

　しかしそのどちらにも「とにかく今は休んでください！」と追い返されてしまった。

　一番の功労者であるソフィアへの気遣いからの行動だったのだが、門前払い同然で拒否された元大聖女は、それなりにショックを受けたものだった。

　だが今回は、ウィルフレッドが話を通してくれたおかげですんなりと受け入れてもらえた。流石は騎士団長様である。

　そういった経緯を自分で話してから「完全にコネじゃない……!?」と気が付いてしまい、ソフィアは少々気まずくなった。

　目の前の彼は、家柄や財力を重視する風潮のある中で、平民の立場から努力して騎士となった者なのだ。しかしそんなこと全く気にならなかったようで、

「なるほど。団長の推薦でしたか」

　と、納得したように頷いている。

　他の騎士たちにも「自分は新入りだから様付けも敬語もいらない」と話しているのだが、団長であるウィルフレッド以外にはなかなか聞き入れてもらえないままだ。

　これはウィルフレッドが団内の秩序を守ること以上に、愛しいソフィアの願いを聞き入れたいと考えたからなのだが、彼女がそれを知ることはない。

「団長は俺のような下っ端のことも気にかけてくださる方ですからね。ソフィア様のことも放っておけなかったのでしょう」

　その言葉に、「ああ、やっぱりそうなんだ」とソフィアは思う。ウィルフレッドは誰に対しても優しく、よく気が付く人なのだ。

「混乱の時期に団長になったというのに、部下にあたることもなく務めを果たしていますし……。我々の士気の上がり方を考えれば、ソフィア様を騎士団に誘った判断も正しかったと思います」

　ウィルフレッドに関する話は続いた。

　すれ違っただけなのに、怪我をしていると気が付いて声をかけてくれるとか、家柄に関係なく優秀な者を騎士とできるよう改革を行っているとか。

　貧民街出身のライリーが彼の副官となったことで、貧しい家に生まれた子供たちが未来への希望を口にすることも増えたのだという。

　ウィルフレッドについて話す彼の表情は明るい。団員たちが誇らしげにウィルフレッドの話をすることは度々あり、多くの者が現団長を心から尊敬していた。

　ソフィアも、入団後からずっとウィルフレッドにはよくしてもらっている。

　忙しいはずなのに、顔を合わせるたびになにか困っていることはないか、まだ最初だからあまり無理はしないように、わからないことがあれば聞いてほしい、と気遣ってくれるのだ。

　騎士団の仲間となった今、ウィルフレッドと接する機会は聖女時代よりも多い。

　以前は聖女による治癒が必要になったときぐらいしか会えなかったが、彼は食堂にもよく来てくれるから、ソフィアが配膳担当となってからは毎日のように会話している。

　彼が多忙で休憩がとれないときには、サンドウィッチといった片手でも食べられるものを用意して、執務室まで運んだりもする。

　食事を受け渡すだけのごく短い時間でも、彼はソフィアに穏やかな笑みを向け、「いつもありがとう」「午後も頑張れそうだ」と言ってくれるのだ。

　元よりウィルフレッドのことは大好きで、出会ったころからずっと慕っていたが、彼の下で働くようになってその想いはさらに増した。

　ウィルフレッドのそばは、心地いい。彼が見守ってくれていると思うだけで、すごく安心できる。ずっと彼の声を聞いていたい。たくさん話したい。近くにいたい。大好きな人の役に立ちたいと強く思う。

　騎士団に所属していれば、彼のそばにいられる。力になれる。そのことを嬉しく思う自分がいた。

　きっと、他の団員たちも同じ気持ちなのだろう。

（団長さんは、本当に慕われているのね）

　ウィルフレッドが部下に好かれていることを知ると、ソフィアまで嬉しくなる。

　彼の新米時代からここまでを見てきたのだ。なかなか成果をあげられずに悩んでいた時代も、評価され始めたころも、今の頼もしくも優しい姿も、全部知っている。

　国を危機から救う旅が始まる直前、彼が次の団長となることが決まったときには、すぐに会いに行って祝うほどに嬉しかった。

　男性騎士と別れ、仕事に戻るソフィアは改めて気合いを入れる。

「団長さんのお役に立つためにも、私も頑張らなくちゃ！」

　騎士たちの……ひいてはウィルフレッドのサポートをするという目標を手にしたソフィアは、就職活動が難航していたときとは打って変わって元気いっぱいだった。






　サポート要員であるソフィアには休暇も休憩もしっかりあり、勤務形態は聖女だったころよりもホワイトだ。

　一般の騎士たちはハードワークが基本ではあるが、魔物との激戦が続く状況からは解放されている。彼らが休めるようになったのも、ソフィアの功績の一つだ。

　それは聖女だって同じことで、危機の解決後、彼女たちも休暇がとりやすくなっていた。

　ゆえに、ソフィアとエルシィが休みを合わせてのんびり買い物やお茶をすることも可能になった。

　二人でのショッピングの合間、店から店への移動中。エルシィとともに街を進むソフィアは声を弾ませる。

「聞いてください、エルシィさん！　団長さん、団内でとっても人気なんですよ！」

「はいはい。何度も聞いたわよ」

　ソフィアの入団以降、同じ話を繰り返し聞かされているエルシィは呆れ気味だ。

「私が騎士団に入れたのも、団長さんのおかげですし……。本当に、団長さんには感謝してもしきれません！」

「感謝、ね……」

　はは、とエルシィが乾いた笑いを漏らす。

　実は彼女は、ウィルフレッドから「プロポーズに成功した」と聞かされていた人物の一人だった。彼から見てもエルシィはソフィアの姉のような存在で、結婚報告の対象だったのである。

　彼の喜びようを知っていたエルシィは、これは流石に可哀想だわ、と盛大にすれ違った男を憐れんでいた。

（ソフィアだって、ウィルフレッド様のことが大好きなのは明らか。脈なしなんて絶対にありえないと思うのよね……）

　団長さんが、団長さんが、と話すソフィアが歩みを進めるたびに花冠が揺れる。騎士の隊服に身を包むとき以外はいつだって身に着けている――隊の規則により、大きな髪飾りはつけられないのだ――ソフィアにとって特別なものだ。

　これが誰から贈られた品なのかを、エルシィは知っていた。

「ねえ、ソフィア。その花冠って、ウィルフレッド様からもらったのよね？」

「はい！　十三歳の誕生日にいただきました」

　となると、もう四年ほど愛用していることになる。

　ソフィアは気が付いていないかもしれないが、年単位で毎日のように使っても壊れないことや、贈り主が侯爵家の嫡男であることを思うと、おそらくシルクを使った高級品。

　白とピンクをメインに、ふんだんに花があしらわれたそれは、子爵家生まれのエルシィの目から見ても上等な作りだった。

　国を救うための旅の最中もソフィアとずっと一緒で、疲れたときにはそっと花に触れ、夜には慈しみの表情で手入れをしているのを何度も見た。

　エルシィは思うのだ。なんとも思っていない相手からの贈り物を、こんなにも大切に扱ったりはしない、と。

（ウィルフレッド様が特別な人なんだってこと、本人は気が付いてなさそうね……）

　エルシィは、ソフィアの隣ではーっとため息をついた。

「エルシィさん？」

「……ウィルフレッド様のこと、逃のがしちゃダメよ」

　きょとんとするソフィアに、エルシィは言葉を続けていく。

「あのね、ソフィア。世の中、ウィルフレッド様みたいな素敵な男性ばかりじゃないのよ。あの人を逃がしたら、絶対後悔するわ！　女遊びしてばっかりの、ろくでもない奴もいるんだから！　あの男みたいなね！」

　ヒートアップするに従い、エルシィの歩みはずんずんと速く乱暴になっていく。

　ちょこちょこ走って追いついたソフィアが「あの男……？」と聞くと、エルシィは怒り混じりにある人の名を口にした。

「ライリーよ！　あいつ、いっつも女をとっかえひっかえして……！　ウィルフレッド様の副官だからって調子に乗ってるのよ！　ほんっと最低！　不潔だわ！」

　エルシィの言う通り、ライリー・クライヴの交際相手は度々変わっていた。

　彼から口説いているわけではないのだが、そんなのエルシィの知ったことではない。

　軽薄そうな見た目や言動と、実は真面目な中身に乖離があるため、交際を望まれて付き合ったのに「思ってたのと違う」とすぐにフラれて……を繰り返している状態なのである。

「真面目で誠実なウィルフレッド様とは大違いだわ！　なんでライリーなんかと仲がいいのかしら」

　彼女のライリーに対する怒りはなかなか収まらず、その後も彼に関する愚痴が続いていく。

　二人は、それぞれ騎士・聖女となる前に出会っているのだ。

　エルシィが十一歳、ライリーは十五歳のときのことだった。

　少々お転婆な子爵令嬢だった彼女は、家族旅行中に一人で街を探検した結果、貧民街に迷い込み、良家の娘であることを見抜かれてさらわれそうになった。

　そんなとき、悪人どもを叩きのめして彼女を救ったのが、その街に住むライリーだ。

　彼は孤児で、まともな教育も受けていなかったが腕っぷしが強く、その辺の小悪党など簡単にのしてしまう実力者だった。

　身寄りのない少年が娘を救ったことを知った子爵は、彼を騎士団に推薦した。

　当時の騎士は富裕層の名誉職と化しかけていたものの、あまりの強さに上層部もライリーを認めざるを得ず、彼は特例で騎士となったのだ。

　その翌年にエルシィは聖女となり、ライリーに再会した。

　二人とも王都の本部勤めだなんて、とエルシィはちょっぴり運命を感じたものだった。

　だというのに――。

「バカ！　バカ男！　女遊びばっかり！　さいってい！」

　エルシィを魔の手から救ってくれた王子様は、ちゃらちゃらと遊び歩いているではないか。

　彼に初恋を奪われ、今もこっそりと片思いを続けるエルシィは、「なんであんな奴のこと好きになっちゃったのかしら！」「私にも興味を持ってくれたっていいじゃない！」と怒り心頭なのである。

　ぷんぷんと怒るエルシィの隣で、ソフィアはにこにこと朗らかにしていた。

（エルシィさんって、ライリーさんのことが大好きなんだなあ……）

　見守るような瞳に、エルシィは不満げな声を漏らす。

「な、なによ、その顔」

「いいえ。なんでも」

　ソフィアがふふっと笑みをこぼす。その表情から、自分の気持ちに勘づかれていることをエルシィも感じ取る。

　その察しのよさで、ウィルフレッドの好意にも気が付いてほしいものである。

「ウィルフレッド様、本当にお可哀想……」

「？」

　どうしてこの流れでウィルフレッドが出てくるのだろうか。いまいち理解できず、ソフィアは首を傾げた。







＊＊＊








　国内の情勢が落ち着いてきた今、ウィルフレッドは本部で書類と格闘していることが多い。

　そのため、同じく本部勤めのソフィアにも以前より会いやすい。

　彼女の顔が見たくて、わざわざ施設内の食堂に通っているぐらいだ。

　団員たちが喜ぶから、という理由でソフィアが食事の受け渡しを任されていることが多い。食堂勤務のみなもソフィアのことが大好きで、彼女の笑顔を他の者にもおすそ分けしてくれるのだ。だから、昼休みに食堂に行けば高確率で彼女に会える。

　昼休みをとる余裕がないときにも、ソフィアが軽食を持ってきてくれたりする。

　これまでのウィルフレッドは、仕事をしながら腹を満たすためだけにパンをかじる日もあった。そんな彼を心配していた者たちは、まともな食事と休憩をとるようになったのもソフィアのおかげだと感謝していた。

　ソフィアが働き出してから一か月ほどが経過した今日も、ウィルフレッドは食堂を訪れていた。

　端っこの席に座る彼は――団長が目立つ場所にいては、他の者が休めないだろうと配慮しての位置だ――いきいきと働くソフィアを遠目で見守る。

　カウンターで食事の受け渡しをしつつ団員たちと言葉を交わす彼女は、今日も楽しそうだ。

　笑いかけてもらった団員の多くはデレっと表情を崩しているのだが、少々鈍いところのある彼女は、彼らから向けられる好意には気が付いていないようだった。

（そんなところも可愛いが……。おかしな男に狙われても気が付かなさそうで、心配にはなるな）

　愛おしさと、ソフィアと話す男たちへの嫉妬と、彼女を案じる心。様々な気持ちを抱きながら小さくため息をつく。

　少々心配なところはあるが、それは彼女に出会ったころから変わらない部分でもある。

　今の彼女の笑顔はとても作り物には見えないし、元気に過ごせているように思える。

　ならばまあいいか、もしものことが起きる前に自分が守ればいいのだと思いつつ、彼はソフィアと積み重ねてきた年月に想いを馳せた。






　ウィルフレッドがソフィアに出会ったのは、十五歳で騎士となったときだ。だから、もう七年の付き合いになる。

　鍛錬中に脇腹へ木剣の重い一撃を受け痣を作った彼が教会に向かった際、治療を担当したのがソフィアだった。

　当時十歳だった彼女は他の聖女と比べて明らかに幼く、少々浮いていた。

　治療後、不思議に思ったウィルフレッドが近くにいた聖女に尋ねると、彼女は特別なのだという答えが返ってきたのだから驚いたものだ。

「ソフィアは、この中の誰よりも強い力を持つ聖女なのです」

「誰よりも、強い力……」

　あんなに小さな子が、と感心すると同時に、ウィルフレッドの中に黒い感情が沸き上がる。

　ソフィアはみなが期待する、特別な人。出来損ない扱いされる自分などとは違う世界の人。

　彼は、彼女を妬んだ。

　ウィルフレッドは騎士の名門侯爵家の出だ。しかし勉学には秀でていたものの身体の成長は遅く、二つ違いの双子の弟にも身長を抜かれた。

　必死に鍛錬を積んでも肉体の力が同年代の者たちに届かず、入団してすぐのときには、修業などしてこなかったライリーにも簡単に打ち負かされた。

　ソフィアと知り合った頃のまだ小柄なウィルフレッドは、自分には騎士としての資質がないのではと思い悩み、腐りそうになっていたのだ。

　だからか、次にソフィアが治療担当になったとき、こんなことを言ってしまった。

「……俺は、あなたが羨ましい」

「え？」

　カーテンに遮られたベッドに腰かけるウィルフレッドが、ぽつりとこぼす。怪我の具合を見てもらっている最中だから、上半身は裸だ。

　彼の状態を確認していたソフィアは、突然のことに驚いて顔をあげた。

「才能があって。みんなに認められて、期待されて。……俺なんかとは違う人間だ。俺も、あなたのような才能がほしかった」

　俯き、絞り出すようにそんな言葉を吐いてから、ハッとする。彼女に当たるような真似をしてしまった。自分に力がないのは確かだが、ソフィアにはなんの関係もない。こんな感情をぶつけるのは間違っている。

　すぐに謝ろうと彼女のほうを見れば――ソフィアは、どこか寂しそうに微笑んでいた。

　ウィルフレッドに対して怒ることもなく、傷ついたと泣くこともなく、ただただ静かに彼を見つめる。

　そこから感じ取れるのは、悲しみや諦めといった感情だ。五つも下の女の子が見せる表情だとは、到底思えなかった。

「……すみません、でした」

「……いえ」

　その後ソフィアは、文句の一つも言わずに職務を全うし、ウィルフレッドの怪我を綺麗に治してくれた。

　年齢に不釣り合いな笑みが忘れられなかったウィルフレッドは、これ以降、教会を訪れた際にはソフィアに会いに行くようになる。

　交流を重ねるうちに、わかってきたことがある。

　彼女は九歳のころ、家族を助けるために治癒の力を発現させ、そのまま教会預かりとなり家族と引き離されたこと。

　その力の強大さゆえに、通常よりも厳しい修業を受けていること。

　家族にも、ほとんど会えていないこと。両親、兄、姉の五人家族だが、送られてくる手紙も徐々に減っていること。

　ウィルフレッドは、才ある彼女を妬んでしまった。けれど才能を持つが故の苦労や寂しさを理解していくうちに、彼女を守りたいと思うようになっていった。

　最初は、幼い女の子や妹に向けるような感情だった。十五歳の彼からすれば、十歳の彼女は幼すぎたのだ。

　それが恋情に変わったのは、いつだったのだろう。あの寂し気な笑みを見た日には、既に恋をしていた可能性だってあるが、正確な時期はわかっていない。

　けれど、恋心を自覚したタイミングははっきりしている。






　二人の出会いから、二年ほど経ったころだった。

　そのときには、彼らの仲のよさを他の聖女たちも理解していた。

　だからウィルフレッドが教会にやってくると、なにも言わずともソフィアに会えるように配慮してもらえた。ウィルフレッドは知らないが、未来の大聖女の支えになっていると評判だったのだ。

　魔物討伐の任務で怪我をした彼がいつものように教会へ行くと、ソフィアは休憩中だと教えられた。彼女はつい先日まで長めの休暇をとっており、しばらく会えていなかった。だから今日こそは、と期待していたのだが入れ違いになってしまったようだ。

　他の聖女による治療後、少しでもソフィアに会えればと思い、教会の庭を散策したときのことだ。敷地の端っこに、ぽつんと立つ彼女の姿を見つけることができた。

　肩ほどまでの長さの銀の髪に、見慣れた背格好。後姿であっても、彼がソフィアを見間違えるはずもない。

「ソフィア様！」

　ああ、やっと可愛いソフィアに会うことができた。ウィルフレッドは喜びのままに声をかける。「ウィルフレッド様！」と笑顔を向けてもらえると、期待していた。

　しかし――。

　彼女の肩がびくっと震える。それとほぼ同時に振り向いた彼女の緑の瞳から、涙がこぼれていった。

　ソフィアが泣いている。そう理解するには、少々の時間が必要だった。彼女はいつも明るく元気に振舞っている。そんな彼女の涙を見るのは、初めてだったのだ。

「ソフィア、様……？」

　呆然としてもう一度彼女の名前を呼ぶ。ソフィアは目元を拭うと、いつものようにふわりと笑ってみせた。

「……こんにちは。ウィルフレッド様」

　泣いていたことを気取られたくないのか、ウィルフレッドを心配させまいとしたのか。とにかく、その笑みが無理に作られたものであることぐらい、すぐにわかった。

「……どう、されたのですか」

「……」

　その問いにソフィアが目を伏せてしまったものだから、ウィルフレッドは少し後悔した。余計なことを聞いたかもしれないと思ったのだ。

　けれど、こんな状態で放置することはできなかった。

　お節介かもしれない。一人にしてあげたほうがいいのかもしれない。そう思いながらも、ゆっくりと彼女へ向かって歩みを進めた。

　いつもとは打って変わって静かなソフィアを、ウィルフレッドは木陰に連れていった。

　制服のジャケットを脱いで芝生に敷き、どうぞ、と勧めると、彼女は小さくお礼を言ってからその上に座ってくれた。

　普段のソフィアなら、こういった場面では遠慮することが多い。そんな彼女が素直に気遣いを受け入れたあたりからも、精神的につらいのであろうことが伺える。

　ウィルフレッドは彼女の隣に腰をおろし、言葉を探した。

「……ソフィア様、その……」

　なにかあったのなら、話してほしい。そう思ったが、自分にそんな役割が求められているのだろうか、余計につらい思いをさせるのではないかとも感じてしまい、言葉に詰まる。

　制服の上に座るソフィアは、そんなウィルフレッドをじっと見つめていた。

　彼女の緑の瞳には、どうすればいいのかと悩み、「あー……その、ええと」と頭をかくウィルフレッドの姿が映り込んでいる。






　ソフィアは、ウィルフレッドが本心から自分を心配してそばにいようとしていること、無理には話を聞き出そうとしていないことを理解した。

　ソフィアが一人で泣いていたのは、その姿を誰にも見せる気がなかったからだ。誰かに事情を話すつもりもなかった。

　なにがあったのか聞かせたって、相手を困らせてしまうだけだと思っていた。

　けれどこんなにも真摯に自分を想ってくれるウィルフレッドになら、話してもいいのではないかと……迷惑だなんて思われないんじゃないかと、そう考えることができた。

「ウィルフレッド様。少しだけ、聞いていただけますか」

「は、はい！　俺なんかでよければ、いくらでも」

　彼がなんだか張り切っているようにも見えて、ソフィアはくすりと笑ってしまう。

「実は……」

　彼女は、ぽつぽつと話し始めた。

　久々の長期休暇を得たソフィアは、約一年ぶりに家族に会いに行った。

　ソフィアの故郷は王都から離れており、行き来するだけでも一週間以上を要する。ゆえに、長期の休みでないと帰れないのだ。

　帰省時期を記した手紙への返事はなかったが、行き先は自身の実家だ。返事を待たずに行っても問題ないだろう。そう判断して、ソフィアはやっと家族に会えると期待しながら故郷へ向かった。

　しかし、実家の扉を開けたソフィアを出迎えたのは、全くの他人。

　どういうことかと聞けば、赤子を抱えた女性は最近この空き家を買ったのだと話した。

　ソフィアの家族は、彼女になにも告げぬまま引っ越していた。

　なんとか情報を得てたどり着いた先にあったのは、屋敷と呼んでも差し支えないような立派な家。商人が住んでいた家に、ミントン一家は移り住んだそうだ。

　両親はソフィアを歓迎してくれたが、過剰にちやほやし、笑みも貼り付けたようなものでなんだか違和感があった。

　兄と姉からは冷たい視線を向けられたうえ、「ソフィアは『特別』だもんな」「私たちとは大違い」「なにもかもお前のせいだ」と吐き捨てるように言葉を投げつけられた。

　ソフィアはずっと王都にいたから知らなかったが……ミントン家は、以前とは変わってしまっていた。元々は、裕福でないながらも、家族で助け合う仲のよい家庭だったはずだ。

　聖女への給金は、能力や実績に応じて支払われる。期待の星のソフィアには、他の聖女より多くのお金が与えられていた。

　けれど、教会に住み込む彼女がお金を使う機会はさほどない。ゆえに、少しでも助けになればと、給金のほとんどを家族に送っていたのである。

　どんどん増えていく仕送りをあてにして、両親はあまり働かなくなり、兄と姉は「特別」な妹を妬んだ。

　聖女となってから、三年。まだ十二歳のソフィアは、家族の中に居場所はないこと、両親は自分の稼ぎしか見ていないことを理解した。

　念願叶っての帰省だったが、家族とともに過ごす時間は針のむしろのようだった。






「っ……」

　ソフィアの話を聞き終えたウィルフレッドは、言葉を失っていた。なんと言えばいいのかわからない。

　ひどい人たちだと彼女の家族を非難するのも、安易な慰めを口にするのも不適当であるように思えたのだ。

　ソフィアを妬んだことがあるのは、ウィルフレッドも同じだ。彼女の兄姉けいしと同様、口に出してぶつけてしまったこともある。

　心底反省し、以来そのようなことは一度もしていないが、ソフィアだって忘れてなどいないだろう。

　ウィルフレッドに、ソフィアの家族を悪く言う資格などなかった。それになにより、そんなこと本人が望んでいないように思える。

　彼女にかけるべき言葉を探す彼の隣で、ソフィアは寂しそうに目を細めた。

　その表情には、悲しみと諦めが宿っているように見えて、ウィルフレッドは「ああ、あのときと同じ顔だ」と思った。

「……ごめんなさい。困らせてしまいました。そろそろ仕事に戻りますから、ウィルフレッド様も……」

「ま、待ってください」

　すっと立ち上がった彼女の腕をウィルフレッドが掴む。彼女は、一つ大きな誤解をしている。このまま行かせるわけにはいかないと思ったのだ。

　ウィルフレッドは驚いた様子の彼女の前に立ち、小さな手を両手で包み込む。直に触れたことで、自分たちの手の大きさや作りが全く違うことが伝わってきた。

　遅めの成長期を迎えたウィルフレッドは、ここ最近で一気に身長が伸び、手もごつごつとしてきた。

　彼とは対照的に、ソフィアは同性の中でも成長が早いタイプで、女性らしい体つきに変化している。手のひらから伝わる柔らかさも、子供のぷにっとしたそれとは違った。

　出会ったころとは違い、向き合う二人はもう男と女だった。

「困ってなどいません。たしかに、なにも言えませんでしたが……。俺は困ってなどいないのです、ソフィア様」

「ほんとう、ですか？」

「はい」

　ウィルフレッドはしっかりと頷き、ソフィアの気持ちに寄り添った。

「……困るとか、迷惑だとか、そんなことはありません。むしろ、話してくれて嬉しかったのです。あなたが抱えるものを、少しでも分けてもらえたのなら……。俺は、それを誇らしく思います。……あなたが一人きりで泣いているのは、嫌なんだ」

　ウィルフレッドの言葉に、嘘はなかった。そのことが彼女にも伝わったのだろう。

「っ……！　うぃるふれっど、さま……！」

　ソフィアの瞳から、ぽろぽろと涙がこぼれていく。泣くつもりはなかったようで、「あれ？」「ごめんなさい」と言いながら必死に涙を拭っている。

「……謝る必要なんて、ありません」

　これも、ウィルフレッドの本心だ。自分に涙を見せてくれたことが、嬉しかった。弱く情けない面をさらけ出してもいい相手だと、安心していい人だと、そんな風に感じてもらえているように思えたのだ。

　ぐすぐすと泣く彼女に触れていいのかどうか、ウィルフレッドは迷った。この二年で互いに成長したものだから、子供や妹だとは思えなくなっていたのだ。

　悩んでから、優しく彼女の肩に触れる。するとソフィアのほうからウィルフレッドの胸に身体を預けてくれたから、おそるおそる華奢な背に腕をまわした。

　シャツが濡れることにも構わず、ウィルフッドはソフィアを抱きしめ、彼女の涙を受け止め続けた。
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　この日ウィルフレッドは、彼女が自分にとって特別な女性であることに気が付いた。






　だが、その感情をすぐに受け入れることができたわけではない。

　十七歳の彼が、五つ下の……まだ女の子と呼べる年の相手に恋をしたと認めるのは、少々難しかったのだ。

　けれど、どうしたってソフィアに会いにいくのをやめられない。

　笑顔でいてほしい、幸せであってほしいと願わずにはいられない。

　つらいときは、頼ってほしいとも思う。悲しみも寂しさも分けてほしい。

　彼女の笑顔のためなら、なんでもできると思える。彼女が他の男に笑いかける場面を見ると、嫉妬もした。

　数週間が経つころには、認めざるを得なかった。自分は、彼女に恋をしていると。

　ウィルフレッドが騎士団の中で頭角を現し始めたのは、ちょうど同じぐらいの時期だった。彼の技術や知識に、肉体の成長が追い付いたのだ。

　加えて、ソフィアへの恋心を自覚したことが彼の出世を後押しした。

　彼女はそう経たないうちに、国一番の聖女と呼ばれるようになるだろう。

　想い人にふさわしい男になりたくて、ウィルフレッドは益々鍛錬に励んだ。

　その甲斐あって、二十と少しのころには次期騎士団長候補にまでなっていた。

　出来損ない扱いされていた彼がここまでくることができたのは、ソフィアとの出会いがあったからだ。

　彼女はウィルフレッドの恩人で……愛おしくてたまらない人となった。

　自分の想いを認めてからは、彼女に誕生日プレゼントを贈るようにもなった。

　特に十三歳のときに贈った花冠は気に入ってもらえたようで、彼女はいつも身に着けてくれている。

　花冠を揺らす彼女を見るたびに思うのだ。ずっとそばにいたい。人々の心を照らすあの優しさを守りたいと。






　ウィルフレッドは、彼女に出会ったころから今まで、ずっとそんな想いを抱いている。

　その気持ちは年々強くなっていき、ついには突然のプロポーズをするほどまでの大きさになってしまった。

　蓋をするのも難しいほど成長した想いは、ウィルフレッドの意思も順番も無視して、あふれ出してきた。それほどまでに、ソフィアのことが好きなのだ。

　だからこそ、彼は思う。

「……とりあえずは、これでよかったのかもしれないな」

　ウィルフレッドの「プロポーズ」はソフィアにこれっぽっちも伝わっていなかった。おそらく、彼女を妻にしたいと望んでいること……自分の好意に、彼女は気が付いていないのだろう。

　けれど、騎士団に籍をおき、みなのサポートをするという役割を得たソフィアが幸せを感じているのなら、それでもいいと思えた。

　ウィルフレッドは、団員たちに明るく声をかけるソフィアの声を遠くに聞きながら、食事に手を付けた。
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　ウィルフレッドが「これでよかったのだ」と思い始めたのとほぼ同時期。つまりはソフィアの再就職から一か月ほどが経過したころだ。

　ここのところ、エルシィ・キャンベルは悩んでいた。なにについてかというと……。

「ちょっと聞いてるの、ライリー！　ソフィアとウィルフレッド様のことなんだけど！」

　昼は食堂、夜は酒場となる飲食店にて、エルシィがどん、とやや乱暴にグラスをおく。中身は果実のジュースだ。

　彼女は、大事な親友と、親友に長年の片思いをする男の関係が進展しないことにやきもきしていた。

　エルシィがじとっと睨むと、今日の食事相手であるライリー・クライヴは、「聞いてるって……」と煩わしそうにため息をついた。

　彼女は「話したいことがある」「絶対に来なさい」と脅し交じりにライリーをこの店に呼び出したのだった。

　時刻は既に夕方で、店には酒を飲み始める客も増えてきている。おかげで、エルシィが大きな声を出しても目立つことはない。

　エルシィは教会預かり、ライリーは士官用の宿舎に住んでおり、どちらも王都に個人宅はないため、話すときはこういった店にくることになるのだ。さらにエルシィは年頃の子爵令嬢ときたものだから、個室などで二人きりになるのも避けるようにしている。

　まだ飲酒可能年齢に達していないエルシィは、酒など一滴も飲んでいない。しかし「ねえ本当に聞いてるの」「なんとか言いなさいよ」とライリーに絡んだためか、「酔っ払いかよ……」なんて言われてしまった。

「あーもう。わかったわかった。それで、ソフィア様とウィルがなんだっていうんだよ」

「なんだって……。あんたはもどかしいと思わないの!?」

「いちいち怒らなくていいだろ……。まあ、二人については俺も同意見。なんでくっつかないんだって思うぐらいだよ」

「ソフィアは鈍すぎ、ウィルフレッド様は奥手すぎなのよ！」

　エルシィが「どこかの女たらしとは違ってね」と付け加えたものだから、彼女に合わせてジュースを飲んでいたライリーはむせそうになる。

　ライリーとて、自分が今の立場を得るきっかけとなったエルシィのことは大事に思っているし、異性としても認識している。可能なら、エルシィと恋人同士になりたいぐらいだった。

　けれど、貧民街出身の自分と貴族のエルシィとでは身分が違いすぎるからと、今以上の仲になることを諦めているのだ。

　ライリーが他の女性の告白を受け入れるのは、絶対に一緒にはなれないエルシィへの想いを断ち切るためでもあった。そのため、女性関係のことをエルシィにつつかれるとダメージが大きい。

　ウィルフレッドが奥手なことには同意するが、想い人と気持ちを通じ合わせることができていないという点はライリーも同じだった。

「ソフィアったらね、最近は『団長さんが近くにいると安心するんです』『団長さんはやっぱり素敵な人です』『部下としてずっとそばにいたいです』なんて言ってばっかりなのよ。騎士団に入ってからずっとこんな調子。いつもつけてる花冠だって、ウィルフレッド様からのプレゼントでしょ？　本人が気付いてないだけで、恋愛感情としてもウィルフレッド様のことが大好きなんだと思うのよねえ……」

「そんな風に言われてるって、ウィルが知ったら喜びで失神しそうだな」

「ありそうね……」

　ウィルフレッドが幸福のあまり悶えて倒れる姿を想像し、エルシィとライリーは揃って苦笑した。

「あの二人に上手くいってほしいって、ずっと思ってたわ。でも、余計な口出しをするべきではないと思って、静観しているところはあったの。ウィルフレッド様は侯爵家の嫡男だから、結婚には家の事情も絡んでくるでしょうし」

　水色の瞳が伏せられる。エルシィだって子爵家の娘だ。貴族の婚姻が、恋愛感情だけに任せて結ばれるものでないことは承知している。

　この国には、平民出身の大聖女と王族が結婚した歴史もある。だから、平民生まれのソフィアと、侯爵家のウィルフレッドが結婚するのも不可能ではない。けれど家や国の利益優先で、ウィルフレッドが別の女性と婚姻を結ぶことになる可能性も高かったのだ。

　もしも二人が恋仲になったあと、ウィルフレッドと貴族令嬢の婚約が決まって引き離されることにでもなってしまったら……。

　そう考えると、「告白しろ」「早くくっつけ」「その『好き』って恋愛感情なんじゃないの？」などとせっつくことはできなかったのである。

　きっとライリーも同じだったのだろう。エルシィもライリーも二人が結ばれることを望んでいたが、軽々しく口を出して引っ掻き回すようなことはできなかったのだ。

「でも、ウィルフレッド様はソフィアにプロポーズしたのよね？」

「……聞いた感じ、勢いでしたことみたいだけどな」

「勢いであっても、プロポーズはプロポーズよ！　指輪も選ぼうとしてたなら、ウィルフレッド様は貴族の女性じゃなくて、ソフィアと結婚するって一度は決めたんでしょ？　そんなことを言い出すからには、実は貴族同士の婚約話が進んでいるなんてこともないんでしょうし」

「まあ、そうなるな。平民出身の大聖女と王族が結婚した歴史を思えば、ソフィア様の生まれは問題視されないだろうし。侯爵家としても反対する理由はないんじゃないか？」

　実際その通りで、事後承諾ではあるものの、ウィルフレッドはソフィアとの結婚についてカーライル家の許可を得ていたらしい。……まあ、結局まだ婚約には至っていないが。

　ライリーの言葉を聞いたエルシィが、興奮した様子で身を乗り出す。

「やっぱりそうよね！」

　急に距離が近くなったことにライリーが顔を赤くするものの、エルシィはそんなことには構わずばしばしと彼の肩を叩いた。

「でね、思うんだけどね」

　そう言いながらエルシィは立ち上がり、ぱたぱたとライリーの横に移動した。

　木で作られた二人がけの長椅子に並ぶと、エルシィは内緒話をするかのように彼の耳にそっと顔を近づけた。

「あの二人、もうくっつけちゃっていいと思うの」

　絶対両想いだもの！　見守るだけってもどかしかったのよね、あんたもそう思うでしょ、とエルシィが同意を求める。

　しかし、ライリーは「うおっ」「あー……」「つらい……」などと項垂れるばかりでまともな返事はない。

「ちょっと、聞いてるの!?」

　エルシィは今日も、自身の「王子様」に向かってぷんぷんと怒っている。






　こうしてエルシィとライリーは、ソフィアとウィルフレッドの仲を取り持つために動き出した。

　二人ともウィルフレッドがいかに良い男かをソフィアに語り、周囲の者から見ても特別仲がいいことやお似合いであること、ウィルフレッドがソフィアを大事にしていることをそれとなく伝え続けた。

　しかし、鈍感なソフィアに友人たちの意図が伝わることはない。

「二人とも、団長さんのことが大好きなんですね！」

「団長さんがみんなに慕われていると、私まで嬉しくなっちゃいます」

　そんなことを言ってにこにこするだけだ。もはや、ウィルフレッド団長のファン仲間だと思われていそうな勢いである。

　これにはエルシィとライリーも頭を抱えた。遠回しなことをしても、ソフィアには効果がないのかもしれない。

　思えば、彼女は親しい異性に「永久就職」と言われて騎士団への再就職が真っ先に出てくる女性だ。

　これではダメとエルシィは作戦を切り替えた。






　エルシィの奮闘になど気づかぬままのソフィアは、ある日の仕事終わりに食事処へと向かっていた。

　目的地は隆起した土地の頂上付近にあり、道中は坂道や階段が多い。王都の中心部でありながら高台になっていて、街を一望できると人気のスポットだ。デート向けの飲食店も多いらしい……とソフィアは誰かに聞いたことがあった。

　エルシィの発案で、四人での食事会が行われるのだ。

　以前は四人揃うタイミングも珍しくはなかったのだが、ソフィアが大聖女となり、ウィルフレッドも昇進してからは予定を合わせにくくなってしまい、徐々に減っていった。

　久々にみんな一緒に会えると思うと、ソフィアの足取りも軽くなる。

　彼女が吐いた息は、白くなって空気に溶けていく。寒さの厳しい国だから、冬を迎える前の今であっても気温は低く、ソフィアはコートを着用している。

　ふわりとしたＡラインのシルエットが可愛らしい白地のもので、ウィルフレッドなどが見たら、その愛らしさにデレっと表情を崩してしまうだろう。ここのところ制服姿ばかり見ているため、彼には少々ソフィアの私服成分が不足しているのである。

　一番乗りはソフィアで、次がエルシィ。ウィルフレッドとライリーは一緒にやってきて、四人での食事会がスタートした。

　互いの近況を話したり、料理が美味しいと笑いあったりする時間はとても賑やかで、なんだか昔に戻ったようだった。

　ライリーが酔ったウィルフレッドを運ぶ大変さを切々と語り、それに対してウィルフレッドが「数回だろう」「大げさだ」と応酬するものだから、ソフィアはもうおかしくてたまらない。

　同性の親友が相手だからか、ライリーに対するウィルフレッドの態度はソフィアに向けるものとは全く違うのだ。

（男の人同士だと、団長さんってこんな風になるのね）

　ウィルフレッドの貴重な姿を、ソフィアは微笑ましく見守った。酒は入っていなくともこの調子となると、日常的にこういったやりとりをしているのかもしれない。

　楽しい時間というものは、あっという間に過ぎてしまう。ふと気がつけば、数時間が経過していた。

「……そろそろ解散にしようか。ソフィア様、キャンベル嬢、家まで送ります」

　時計が目に入ってしまったウィルフレッドは、名残惜しさを感じつつも立ち上がり、解散を促した。

　男だけならともかく、女性二人をあまり遅くまで付き合わせるわけにはいかないと思ったのだ。流石に全員休前日というわけでもないから、お開きのタイミングとしては適当だろう。

　ここでエルシィとライリーがさっと目くばせし、こくりと頷き合う。真面目なウィルフレッドのことだ。女性を早めに帰そうとすると二人は予想していたのである。

　思った通りの展開だわ、と思いつつ、エルシィが申し訳なさそうにこう口にする。

「ありがとうございます、ウィルフレッド様。でも、今日はまだ話していたい気分で……」

「ですが、もう遅い時間ですし……」

　ウィルフレッドが難色を示す。これも想定の範囲内だったため、ライリーが会話に入っていく。

「あー、それなら俺が付き合うよ。教会までも俺が送っておくから、ウィルはソフィア様を頼む」

「そうか？　まあ、キャンベル嬢は成人もしているし、お前がついているなら大丈夫か……」

　そうは言うものの、ウィルフレッドはまだ迷っているように見える。

　ライリーのことは信用しているが、未婚の貴族女性でもあるエルシィの帰りがこれ以上遅くなることを心配しているのだ。

　三人のやりとりを聞いていたソフィアは、気が付く。

（エルシィさんとライリーさんを二人にするチャンス……!?）

　自身の恋愛事には鈍感な彼女だが、エルシィがライリーに抱く恋情には気が付いている。

　自分はウィルフレッドとともに帰って、二人だけにしてあげるべきだ。きっとエルシィもそれを望んでいる。

　もしかしたら、今日の集まり自体、この展開に持っていくためのものだったのかもしれない。そう考えたソフィアの行動は早かった。

（わかりました、エルシィさん！　邪魔者は退散いたします！）

　ソフィアはさっと立ち上がり、ウィルフレッドの隣まで移動する。

「ソフィア様？　……っ!?」

　ちょこちょことそばにやってきたソフィアに声をかけようとしたウィルフレッドだったが、なにも言えないまま硬直する。

　何故なら……。

「団長さん。エルシィさんのことはライリーさんに任せて、私たちは先に帰りましょう？」

　ソフィアが腕を絡めてきたうえに、くい、と軽く引っ張ってきたからだ。

　その姿は、まるで恋人の腕に抱き着いて甘える女性のようだった。ソフィアは気が付いていないが、柔らかな胸まで当たっている。

　愛しい人にくっつかれ、上目遣いまでされたウィルフレッドは、「はい……」と返すことしかできなかった。






　こうして、二人は帰路についた。この辺りは平らな土地に店が集まっており、夜も営業する店舗が多数あるため、窓から漏れる光のおかげで明るい。だが、一定の標高を超えると建物も少なく暗いから、ウィルフレッドはランプを持っている。

　エルシィのために行動できたと思っているソフィアはご機嫌で、鼻歌でも歌いだしそうな勢いだ。

　一方ウィルフレッドは、先ほどの感触が忘れられずまだ呆けている。しかしそれでも、夜道を歩くソフィアを見守ることは忘れない。

「寒いですねえ、団長さん」

　ソフィアが自身の手のひらに息を吹きかけながら、ウィルフレッドに笑顔を向ける。寒さすら楽しんでいるように見えて、ああやっぱり愛おしいなと彼女への気持ちを再認識する。

　ソフィアは可愛らしいコートを着ているものの、手袋は持ってこなかったようだ。

　ウィルフレッドは彼女と手を繋いで温めたい衝動に駆られたが、自制した。

　代わりに、自身の黒い手袋を外してソフィアに差し出した。

「ソフィア様。もしよろしければこちらを」

「え？　でもそれじゃあ、団長さんの手が冷えてしまいます」

　そうなると思っていたから、ウィルフレッドも次の言葉を用意していた。

「騎士として、女性を冷やすわけにはいきません。俺は大丈夫ですから、遠慮なく使ってください」

「ですが……」

　どうぞ、と言い続けるウィルフレッドと、あなたが冷えてしまうと遠慮するソフィア。そんなやりとりが何度か行われたころ、ソフィアが「そうだ！」と声をあげた。

「じゃあ、こうしましょう！」

　ソフィアの提案は、片方ずつ手袋をつけるというものだった。ウィルフレッドもソフィアの案を受け入れ、二人は一対の手袋を分け合った。

　実は彼女は、そのあとウィルフレッドと手を繋ぎ、彼の手をコートのポケットに招き入れようとしていたのだが、言い出せなかった。

　相手は侯爵家の嫡男だ。ソフィアが知らないだけで、婚約などの話が進んでいる可能性もある。そんな男性の手を自身のポケットに突っ込んだりしたら、浮気場面と勘違いされて修羅場となることだって考えられる。

　ソフィアはソフィアで、彼と手を繋ぐことを自制したのだ。

　それぞれ片方ずつ手袋をつけた状態で、夜の街を進んでいく。

　このあたりはしっとりした雰囲気のバーやカフェが多く、すれ違う者たちもカップルが多い。自分たちもデート中の男女に見えるのではないかと思い、ウィルフレッドはドキドキしてしまった。

　しかしソフィアはそんなこと気にならないようで、いつも通り無邪気に楽しんでいる。

　彼女との気持ちの温度差を少し寂しく思いつつも、ウィルフレッドはソフィアの歩調に合わせてゆっくりと進んでいた。






　ふと、ソフィアが足をとめる。先の風景が開けており、見事な夜景が見えたのだ。

　本日の食事会が行われたのは、王都の中でも高台に位置する店だ。

　ゆえに、少し歩けば見晴らしのいい場所に出ることもできる。

　エルシィは、二人が夜景デートできるように店を選んでいた。

「ソフィア様？」

　不思議に思ったウィルフレッドだったが、ソフィアが夜景に見入っていることをすぐに理解し、黒い瞳を細めた。

「……近くに眺めのいい場所がありますよ。行ってみますか？」

　ウィルフレッドの問いに、彼女は「はい！」と嬉しそうに頷いた。

　移動した先にはガゼボが設置されていた。運がよかったようで、先客はいない。

　木造りのテーブルにランプを置いたウィルフレッドは手すりに片手をつき、ソフィアはなにもつけてないほうの手を覆いながら景色を眺める。

　肩が触れたりはしていないものの、並んだ二人の距離は近い。

　眼下には明りの灯った家々が広がっている。人々が今もこの場所で、無事に暮らしているからこそ見ることのできる光だ。

　もしもソフィアが危機を食い止めることができず、大飢饉と魔物の被害が発生していたら、こんな光景を見ることはできなかっただろう。

「……これも、ソフィア様が守ったものなのですね」

　彼の言葉に、ソフィアは小さく首を横に振る。

「……私だけの力ではありません。私が向かうまで……雪解けまで耐えてくれた町や村のみなさんに、騎士や聖女。……それから、私を支えてくれた人たち。みんなでこの国を守ったのです。その中には、もちろん団長さんもいらっしゃいます」

「ソフィア様……」

　そう話すソフィアは、ウィルフレッドに向かって柔らかく微笑みかけていた。

「団長さん……。いえ、ウィルフレッド様」

「は、はい」

　彼女に名前で呼ばれるのは久しぶりだったため、声がうわずった。

　彼女は、改まった様子でウィルフレッドと向き合った。

「私はずっと、ウィルフレッド様に支えられてきました。あなたがそばにいてくれたから、今の私がある。そう思っています。もし、あなたの支えがなかったら……私は、役割を放棄していたかもしれません」

　これは、初めて話す彼女の本心だった。

　ソフィアは家族が大好きだった。強引に引き離されたうえ、自身が「特別」であったせいで家族の形は変わってしまった。ウィルフレッドの前で涙を見せたあのとき、彼女は潰れてしまいそうだったのだ。

　でも、彼が話を聞いてくれたから。受け止めてくれたから。そのあとも、ずっと自分のことを気にかけてくれたから。ソフィアは安心できた。

　ソフィアが頑張り続けることができたのは、ウィルフレッドがいたからだ。彼は彼女にとって、帰る場所のような存在だった。

「……ウィルフレッド様に会えて、本当によかった。これからも、おそばにいさせてもらえますか？」

「っ……」

　ソフィアの銀の髪と花冠が風に揺れる。

　月明かりとランプの光に切り取られたような空間で微笑む彼女はとてもきれいで、ウィルフレッドは見惚れてしまった。

　息をのむような美しさに加えて、彼女からもらったこの言葉だ。ウィルフレッドはもう、感激でなにも言えずにいた。

「団長さん？」

「え、あっ、あの、えっと」

　最年少で騎士団長となった男はあまりのことに処理がおいつかなくなり、しどろもどろになってしまう。

　だが、ウィルフレッドの心知らず、ソフィアはしゅんと肩を落としてしまう。出会った頃からずっと愛されているというのに、彼女には自信がないのだ。

「急にこんなことを言って、ご迷惑、でしたでしょうか……」

「！　そんなことはあり得ません！　そばにいてほしいと、こちらからお願いしたいぐらいです！」

「団長さん……！」

　ソフィアがほっと胸をなでおろす。ソフィアは「よかった～」ぐらいの感覚なのだが、ウィルフレッドのほうはここまでの流れで気持ちが高ぶってしまっていた。

「ソフィア様！」

　ウィルフレッドがソフィアの両肩を掴む。勢いはあったが、手つきは優しい。彼の黒い瞳と、彼女の緑の瞳がしっかりと向き合って――。彼は、自身の想いを、彼女に願うことを、はっきりと口にした。

「これから先も、ずっと……。俺とともに歩んでくれませんか」

　二度目のプロポーズともとれる言葉に対する、ソフィアの答えは……。

「はい！　部下として、おそばにおいてください！」

　だった。

　部下として、という前置きをつけられたウィルフレッドは、あまりのことに身体がさらさらと砂になるような感覚に襲われた。

　一方的に盛り上がる男に対して、「そういうのじゃないんで」「勘違いしないでくれますか」とはっきりと線を引かれたような気分である。

　しかし相手はどこか抜けたところのあるソフィアだ。向けられた好意に気が付いていてばっさり切ったわけではないと、ウィルフレッドも理解している。

「……団長さん？」

「いえ。ありがとうございます。ソフィア様……」

　だからといって、がっかりせずに済むわけでもない。

　その後のウィルフレッドからは、哀愁が漂っていた。

　けれど、ソフィアの話に返事はするし、愛しい人をしっかりと家まで送り届ける役割を放棄することもない。

（わかっていた……。遠回しな言い方では伝わらないと、わかっていたさ……）

　ソフィアが屋敷に入るまでをしっかり見届けた彼は、すっかり遠い目をしていた。












　後日、やはりウィルフレッドは深酒をしてしまい、「ソフィア様、ソフィア様……」と呻いていた。

　実はこの前日、国一番の花嫁候補と呼ばれる令嬢と見合いをしたばかりなのだが、彼は変わらずソフィア一直線だった。

　ライリー、エルシィとともにこの店に来てから、何度「ソフィア様」と言ったかわからない勢いである。

　見合い相手のナンシー・コリンズ伯爵令嬢は、容姿も能力も家柄も全てが完璧で、男なら誰もが結婚を望むような人だ。

　しかし長年ソフィアに片思いするウィルフレッドが、ナンシーを妻にと考えたことはない。

　だから、社交の場にナンシーがいたとしても、他の男のように積極的に話しかけることはなかった。

　彼女に接触した覚えがあるとすれば、ひと月ほど前、舞踏会で酔った男にしつこく絡まれていたところを助けに入ったぐらいか。

　コリンズ家から縁談が持ち込まれた理由の心当たりなど、その一件か騎士団長という立場を気に入られたかのどちらかしかない。

　断ると決めていたため見合いの件は口外しておらず、目の前に座るライリーとエルシィすらも知らないままだ。今日は最初から三人で集まるつもりだったため、酒場の個室を押さえてあった。

　普段のウィルフレッドは、こんな風に酔ったりもしないし、飲酒可能年齢に達していない者の前で飲むこともない。

　その彼をここまでさせるのはソフィアぐらいのものだ。規律を重んじる真面目な騎士団長様の調子が狂うぐらいに、彼女に惚れ込んでいた。

「ソフィア様……俺はどうしたら……」

　今にも泣きだしそうなウィルフレッドの姿に、エルシィとライリーは揃ってため息をつく。

　ウィルフレッドが全てを詳細に語ることはなかったが、ソフィアのことをよく知る二人は大体の状況がイメージできた。

　ウィルフレッドとソフィアは、どう考えても両想い。それも、お互いに相当に大きな感情を抱いている。他の者では代わりになどならないだろう。

　ソフィアはまだ、それが恋愛感情であると気が付いていないだけ。抱く感情の種類さえ理解してしまえば、あとはとんとん拍子に話が進むはずだ。

　ならばどうすればいいかなんて、決まっているも同然ではないか。

「プロポーズし直せ」

「プロポーズし直してください」

　二人の言葉が、重なった。

　鈍いソフィアにも伝わるようストレートに想いを伝え、求婚する。ウィルフレッドがとるべき行動は一つだった。

















第三章












　ウィルフレッドが、結婚に向けて動き出している。

　騎士団内でまことしやかにそう囁かれるようになったのは、季節が冬に差し掛かったころだ。

　ジュエリーショップで団長を見かけた。カーライル家に宝石商が頻繁に出入りしている。

　既婚の団員から、夫婦仲を維持する秘訣や、結婚に至るまでの流れをそれとなく聞き出そうとすることも増えた。

　噂の出どころは、ここ最近のウィルフレッドのそういった行動だ。

　彼とてもう二十二歳。騎士としての務めを優先していたとはいえ、侯爵家の跡取りとしてそろそろ結婚を考える必要のある年のころだ。婚約すらまだ決まっていないのは、貴族としては少々動きが遅いとすらいえる。

　そんな彼がようやく本格的に結婚を視野に入れ始めたとなれば、団員たちは「俺たちの団長がついに……！」と大いに沸いた。

　実際、ウィルフレッドは想い人にプロポーズするため目下準備中であった。

　宝石を探しているのは、プロポーズ用の指輪を準備するため。団員たちから話を聞いているのは、今度こそすれ違うことなく想いを届けるためだ。

　相手はもちろんソフィアである。

「なあ、聞いたか。団長の結婚の話」

「ああ。団長がようやく身を固めるつもりになったみたいで、安心したよ」

　騎士団本部の廊下にて、休憩中の男たちが噂話に花を咲かせる。

　ウィルフレッドが自身の想いやプロポーズ失敗を打ち明けた相手は、ライリーとエルシィぐらいのものだが、多くの者は彼が誰を見ているのか既に気が付いている。

　ソフィアを騎士団に連れてきたのはウィルフレッドで、彼女が食堂に配置された途端に顔を出すようになって、さらに二人は元々仲がいいときた。

　みんなとっくに理解していた。団長って、ソフィア様のことが大好きだよね、と。

　ウィルフレッドがソフィアに向ける視線に、慈しみや熱がこもっていることも明白だ。男同士であるからこそ、それがより鮮明に伝わってくる。

　誰がどう見たって、ウィルフレッドの『特別』はソフィアだ。

　団員たちは、団長のことも元大聖女ソフィアのことも慕っている。

　ゆえに、自分たちが勝手にウィルフレッドの恋心をソフィアに漏らすことがないようにと、気を付けていた。本人よりも先に外野が伝えてしまうなんて、野暮だからだ。

「婚約もまだらしいけど、その相手って、絶対……」

「しっ！　ちょっと待て」

　団員の一人が声を潜め、ある方向を指で示す。その先には、銀の髪をふわふわと揺らしながら歩くソフィアの姿があった。事務仕事をこなした後なのか、書類の束を抱えている。

　口をつぐんだ男たちは、ぺこりと頭を下げたソフィアに、曖昧な笑みを向けながら挨拶を返した。

（団長さん、やっぱり結婚するんだ……）

　食事関係の書類を事務室から厨房に運んでいたソフィアは、そっと下を向いた。緑の瞳には、憂いの色が浮かんでいる。

　ここのところ、団内でこんな話をよく耳にするのだ。ウィルフレッドが結婚する、と。

　勝手に騒ぎ立て噂するのはあまりよくないと思うが、ソフィアだってなんの興味もないわけではなかった。

　彼はソフィアの昔なじみの騎士で、恩人で、心から慕う相手だ。そんな人が結婚を控えているとなって、全く気にならないといえば嘘になる。だから無意識のうちに聞き耳を立ててしまうのであるが、団員たちの噂話はソフィアがいると気が付いた途端に中断されるため、詳しいことはわからないままだ。

　ウィルフレッド本人や、彼と親しいライリーに聞けばいいのかもしれないが、どうしてかそんな気分にもなれない。この噂が出始めてから、ソフィアはずっともやもやしていた。

（団長さんは侯爵家の嫡男だもの。いつかは結婚するって、わかってた。でも、そんな話、全然聞いてなかったな……）

　この七年間、彼とは親しくさせてもらっていたと思う。少なくとも、ソフィアはそう感じていた。

　エルシィやライリーとはまた違った感覚だから、友人かと聞かれると「はいそうです」と即答することはできない。なんとなく、友人と呼ぶには少し違うのだ。けれど、仲はいいほうのはずだった。

　だというのに、ソフィアはなにも聞かされていない。ウィルフレッド本人からなにも教えてもらえないこと、自分の知らないところで彼が結婚することに、動揺していた。

　彼にとっての自分は、しょせんその程度の存在だったのかもしれない。

　そう思うと、胸が痛くて仕方がなかった。

（団長さんが決めた相手なら、きっと素敵な人……だよね）

　彼ならよき夫となり、円満な家庭を築くだろう。相手の女性のことも、大事にするに決まっている。

　ソフィアが知るウィルフレッドは、そういう人だ。

　相手は一体誰なのだろう。やはり貴族のご令嬢だろうか。

　ウィルフレッドの結婚を、祝福しなければならない。

　なのに、おめでとうございますなんて、到底言えそうになかった。

　彼の隣に他の女性が立つ場面を想像すると、苦しくて仕方がない。

　あの穏やかな笑みも、心地よい低い声も、優しい言葉も。そのどれもが他の女性に向けられると思うと、どうしようもない気持ちになるのだ。

　もう何度、先ほどのような場面に出くわしたかわからない。そのたびソフィアの心は削れ、傷ついていた。

「あれ……？」

　ソフィアの瞳から、ぽろぽろと雫が落ちていく。

「なんで私、泣いて……」

　そう呟くと、堰を切ったようにあとからあとから涙が溢れてきた。

　ウィルフレッドに選ばれた女性のことが、羨ましくて……妬ましくて、仕方がない。

　あの人の隣にいるのは、自分であってほしかった。他の人と結婚なんて、しないでほしい。

「そっか、私……団長さんのことが好きだったんだ」

　友人や恩人ではなく、異性として。他の誰にも渡したくないと思う相手として。ソフィアは、彼のことが好きだったのだ。

　それなのに、彼は結婚に向けて動き出している。もう、自分が入っていく隙などないだろう。ソフィアの恋は終わったのだ。

　書類を濡らしてはいけない、今は仕事中だとわかっているのに、零れ落ちる雫をとめることができない。

　せめて人の目につかないようにと、物陰に移動する。

　ウィルフレッドは侯爵家の嫡男で、自分は平民の出。彼に釣り合うはずがない。彼にふさわしいのは、同じく高貴な身分の女性だ。心のどこかで、彼女はそう考えていた。

　だからずっと、自分の本当の気持ちに蓋をしていた。気が付かないままでいようとした。

　好きだと認めてしまったら、彼が他の誰かと結婚したときにひどく傷ついてしまうからだ。

　ソフィアは壁を背にずるずると座り込む。

「団長さん、だんちょう、さん……」

　彼女の言葉も、涙も、誰かに届くことはなかった。






　その後ソフィアは、ウィルフレッドが国一番の花嫁候補と呼ばれる令嬢と見合いをしたことを知った。彼の想う人なのかと思ったが、その話を断ったそうだ。

　相手の女性は、ナンシー・コリンズ伯爵令嬢。男性なら誰もが憧れる美貌と才覚の持ち主であると有名で、ソフィアですらも彼女の名前ぐらいは知っている。

　加えて、コリンズ伯爵領といえば宝石の産出地としても有名だ。現当主は新事業も成功させており、経済的にも申し分ない相手である。

　そんな人との縁談を断るなんて、通常では考えられないことだ。

　どうもナンシーのほうがウィルフレッドと見合いすると周囲に話していたようで、この噂は騎士や聖女たちのあいだにまで広がっていた。

　ソフィアは、ほっとすると同時に、落胆した。それほどまでに素晴らしい女性と縁を結ばないほどに、彼は本気なのだと思えたからだ。

　その晩、ソフィアは花冠を模した髪飾りを、自室の引き出しの奥深くへとしまいこんだ。
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　これは、十三歳の誕生日にウィルフレッドから贈られたもので、彼からの初めてのプレゼントでもある。

　ソフィアには、彼が花冠を選んだ理由に心当たりがあった。

　あれは、彼の前で泣いてしまったあとだったか。ウィルフレッドへの信頼を高めたソフィアは、家族との思い出を彼に語った。家の近くにある花畑で、兄と姉によく花冠を作ってもらった、淡い記憶だ。

「二人はよく、どちらが上手く花冠を作れるか競いあって……。『どっちがいい？』と喧嘩しながら私に聞いて、自信作を私の頭にのせてくれたんです。懐かしいなあ……」

　もう戻れない、幸せだった時間。思い出すとちょっぴり悲しいけれど、家族で過ごした温かな瞬間が確かにあった事実は、ソフィアの心を支えていた。

　ソフィアにとっては、大切な思い出の欠片かけら。

　ウィルフレッドは、静かに優しく聞いてくれた。

　このとき話した内容を覚えていてくれたのだろう。十三歳になった日、少し緊張した様子の彼から渡された箱の中身が、この花冠だった。

　白とピンクの花をメインとしたデザインもソフィアの好みだったし、誕生日に贈り物をしてもらえたことにとても感激した。この時期には、家族からのプレゼントすらなくなっていたのだ。

　それになにより――何気ない話を忘れずにいてもらえたことが、本当に嬉しくて。その場で身に着けて、彼に礼を言った。

　以降、ソフィアはずっとこの花冠とともに過ごしてきた。

　家族との思い出と、ウィルフレッドの優しさや心遣い。その両方を感じられる、特別なものだったのだ。

　今になって思えば、贈り主――ウィルフレッドが自分にとって特別な人だったから、より大切に思えたのだとわかる。

　その事実に気が付いたときには、失恋していた。身に着けているだけで安心をくれたそれは、今では失恋の傷を広げソフィアを苦しめるものへと変化している。

　だから、外した。見えないよう、引き出しの奥へとしまいこんだ。

　結婚を控えている彼への想いを、この花冠とともに封印する。この選択はソフィアなりのけじめだった。






　ウィルフレッドが他の女性と結婚すると思い込み、ソフィアは彼を避け続けた。

　もし一言、「団長さんは誰と結婚するのですか」と本人やライリーに聞くことができていれば、このすれ違いは解決していたのであるが……。

　他の女性の名前が出てきたらと思うと怖くて、なにもできなかった。

　彼のそばにいることがつらくなり、騎士団とは別の仕事先も探し始めている。

　けれど前と同じで、ソフィアを受け入れてくれる場所はなかなか見つからない。

　ウィルフレッドから離れたいのに、他に行くあてはない。騎士団に入ったころとは一転し、ソフィアは苦しくてたまらなかった。

（これから、どうしよう……）

　仕事中以外は、そんなことを考えてぐるぐるしてばかりいる。

　そんな折のことだった。

「ソフィア様！　俺と付き合ってください！」

「……へ？　付き合ってって……」

「交際してほしいんです！　好きです、ソフィア様！」

「こ、こうさい。すき」

　彼女は、ある男性団員に交際を申し込まれた。聖女時代から親交のあった者に、夕方少しだけ時間をくれないかと言われ、呼び出しに応じたらこれだ。

　異性にこんなことを言われるのは初めてだったから、最初は内容が理解できなかった。

　付き合う。交際。好き。現実味のなかったそれらの言葉が、時間をかけてゆっくりとソフィアに届いてくる。

　突然のことにぽかんとするソフィアの前で、男は顔を真っ赤にしていた。到底、冗談やからかいといった雰囲気ではない。

　彼が真剣なことはわかったが、失恋したばかりのソフィアが、すぐに次の恋へ向かうことはできなかった。

「……ありがとうございます。その気持ちは、とても嬉しいです。でも……ごめんなさい」

　素直な気持ちを伝えると、男は泣きそうになりながらも「わかっていました」と笑った。

　以降も、同じようなことが続いた。

　何人もの男性が、ソフィアに告白しては玉砕した。そしてみな「お幸せに」「わかっていた」と泣き笑いをして去っていく。

　これはソフィアがウィルフレッドと結婚してしまう前に、気持ちだけでも伝えようと動いた者たちがいたからだ。

　騎士団内には、ソフィアにフラれた男たちが慰め合うグループまで出来上がりつつあった。
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「最近、ソフィア様に避けられている気がする……」

　プロポーズ目前のウィルフレッドは、ずーんと沈んでいた。

　本当は避けられていると確信しているのだが、そう言い切るのは怖くて「そんな気がする」程度に濁した。

　執務室の机に肘をつき、がっくりと項垂れる団長に、「おーいそろそろ休憩終わるぞー」とライリーが声をかけるが「ああ……」と力のない答えしか返ってこない。すっかり元気をなくしたウィルフレッドであったが、こんな状態になるのはプライベートか休憩時間のみにするぐらいの理性は、なんとか残っている。

「ほんと、ソフィア様のことになるとダメだよなあ……」

　ライリーのため息交じりの言葉も、やはり彼には届いていない。ライリーが知る限り、ウィルフレッドをこんな状態まで追い込むことができるのはソフィアだけだ。

　ライリーとエルシィに背中を押されたウィルフレッドが、もう一度彼女に結婚を申し込もうとしていた矢先のことである。

　今度はすれ違わないよう、プロポーズ用の指輪と言葉をしっかり用意して挑むつもりだった。

　流石のソフィアも、「結婚してください」という言葉とともに指輪を差し出されたら、別の意味にとらえることはないだろう。「どなた宛てですか？」なんて言われても対応できるよう、指輪には彼女の銀の髪と緑の瞳をイメージしたダイヤモンドとエメラルドを使用していた。

　準備も進み、あとは場所やシチュエーションを考えて実行に移すだけ！　となったのだが……。

　これまでのソフィアなら、食堂で会ったときには「お疲れ様です！」と笑顔を向けてくれた。なのに今は気まずそうに目をそらされてしまう。

　休憩が取れなかった日の対応も、以前とは異なる。軽食を用意してはくれるのだが、運んでくるのは別の者になった。

　どうしたのか直接聞いてみても、「なんでもありません」としか答えてもらえない。

　彼女の言う「なんでもない」「心配いらない」は、「なにかあった」「注意して観察が必要な状態」であることを知るウィルフレッドは、もう気が気でない。

　それになにより、彼女に恋する男として最も気になるのは――。

「どうして、花冠をつけていないのだろう」

　ソフィアが、あの花冠を外した。勤務中は当然としても、先日見かけた彼女は、退勤後だというのに頭にはなにもつけていなかった。

　エルシィに確認してもらったのだが、完全プライベートでも使っていないらしい。

　あの花冠から、彼女と自分の絆や、完全に片思いではない可能性を感じていたウィルフレッド、大ショックである。

　さらには、エルシィから「詳しくは聞けませんでしたが、ウィルフレッド様に関することでなにかあったようです」と情報が入ったものだから、生きた心地がしない。

　それを知ったときには、喉がひゅっと鳴ってしまったほどである。

　四年も使っていた花冠を急に外すほど、嫌われるようなことをしてしまったのだろうか。思い返してみても、心当たりはない。

（俺は一体、彼女になにをしてしまったんだ……!?）

　ウィルフレッドは、ぐるぐると悩んでからハッとする。

「まさか……。プロポーズの件を本人に知られた……？」

「あー。その可能性はあるな。みんなソフィア様には聞かれないよう気を付けてるみたいだけど、噂にはなってるよ。お前が結婚に向けて動いてるって」

「プロポーズされるとわかっていて、俺を避けているのだとしたら……」

　それはつまり、やめてほしい、あなたとの結婚など考えることはできない、という意味なのではないだろうか。

　準備段階で玉砕した可能性を考え、彼はこの世の終わりのような気持ちになった。

「いや、大丈夫だと思うけどなあ。もしわかってて避けてるなら、ただ驚いてるか、照れてるだけじゃないか？」

「そう、だといいんだが……。そうだ、先日の見合いの件で誤解された可能性は!?」

　ウィルフレッドががたっと音を立てて立ち上がったものだから、ライリーからは「うおっ」と驚いたような声が漏れた。

　結婚の噂に加えて、ほぼ時を同じくしての見合い。

　ウィルフレッドの相手が別の女性だと思われてしまったのかもしれない。そう考えてから、「いや違うな」と静かに着席する。

　この場合、ソフィアがウィルフレッドを好いているという前提が必要になる。なんとも思っていない男の見合い相手など、気にすることはないからだ。

　おそらくこのパターンではないな、と一人納得するウィルフレッドの考えは、ライリーによって補強された。

「ナンシー・コリンズ伯爵令嬢との？　あれはお前が断ったことまでセットで話が広まってるだろ。コリンズ嬢との仲を誤解されていることはないと思うぜ」

「そうか……。それにしても、噂というものは怖いな。コリンズ嬢との見合いの件を、俺が人に話した覚えはないんだが……」

　ウィルフレッドは、最初からこの縁談を断ると決めていた。

　書面だけで済ませることができず、見合いそのものは行われたが……。どうなったのかは、噂の通りである。

　彼はこの縁談について他言していなかった。相手の名誉を傷つけることに繋がると思ったからだ。

　けれど、気が付いたときには話が広まっていた。おそらく、相手側から漏れたのだろう。

　ウィルフレッド・カーライルが、国一番の花嫁候補とまで呼ばれるナンシー・コリンズを振った。そんな噂が流れてしまうのは想定外だったが、彼の中でこの話は既に終わっている。

　大多数の貴族男性に望まれるナンシーならば相手も選び放題だから、結婚相手が見つからずに困ることもないだろう。むしろ、ウィルフレッドより条件のいい男が自ら手をあげるはずだ。

　彼の関心は、なんとかしてソフィアへのプロポーズを成功させること、彼女に避けられてショックなことなど、とことん一人の女性に向けられていた。

「ソフィア様……」

　ウィルフレッドは、項垂うなだれたまま深い深いため息をつく。このまま落ち込み続けるようにも見えた彼だが、目を閉じて息を吐き切って、よし、と気合いを入れ直した。

　愛する人との関係について悩んでいるのは確かだが、そろそろ休憩も終わる。いつまでもうだうだとしているべきではない。

　ウィルフレッドが姿勢を正してペンを持ったことを見届けると、ライリーもなにも言わず仕事に戻った。






　しかしそれから数日が経過したころには、ウィルフレッドの状態はさらに悪化し、勤務時間まで浸食され始めていた。

「そふぃあさま、そふぃあ、さま……」

　彼はうわごとのようにそう繰り返し、抜け殻のようになっている。

　原因は、ソフィアが多くの団員に告白されているという話だった。今のところ、成功した者はいないと聞いているが、本当のところはわからない。

「ソフィア様は、団員の誰かと付き合い始めたのだろうか……」

　もしもそうだったら、ウィルフレッドを避けていることや花冠を外したことにも説明がつく。

　交際相手がいるのに、侯爵家の嫡男にプロポーズされるなどたまったものではないし、他の男からの贈り物を身に着け続けることもしないだろう。

「流石に鬱陶しいぞ、ウィル。ソフィア様に直接聞いてみろよ」

「彼氏がいるなんて言われたらどうするんだ……！　俺は、団長として機能しなくなる自信がある」

「公私は分けてくれー」

　呆れるライリーだったが、たとえソフィアにフラれても、ウィルフレッドが職務を放棄することなどないとわかっている。

　それにライリーはある情報を仕入れていたから、ウィルフレッドがこれ以上落ち込むことはないと確信を持っていた。

　そろそろ親友殿を復活させてやろうと考えて、彼はにっと口角を上げた。団長用の椅子に座るウィルフレッドの肩に腕を回し、顔を近づける。

「自分で聞けないビビりのウィルに、いいこと教えてやろうか」

「いいこと……？」

　そう返すウィルフレッドの黒い瞳は、希望を失って濁っている。

「ソフィア様、誰とも付き合ってないってよ。本人から聞いた」

「本当か!?」

「ああ。『みんなどうしたんでしょう』って困惑してるだけだった。あれは本当に彼氏がいない顔だね」

「そんなことまでわかるのか……！　流石だな！」

　ソフィアがフリーのままだとわかり、ウィルフレッドの瞳や表情が輝きを取り戻した。

　一気にぱあっと明るくなった親友殿の前で、ライリーはもっと褒めろと胸を張る。

　しかし、「ウィルの言う『流石』って、散々女遊びをしているだけあるってことじゃね？」と気が付いて、渋い顔になった。

「……まあでも、もたもたしてたらわからないぜ。ソフィア様は……モテる。かなりモテる。今までは大聖女なうえ、お前の存在がチラついてたからみんな大人しくしてたけど、この先も同じとは限らない。実際、お前たちが完全にくっつく前に動き出してる連中もいるわけだしな。後で泣かなくて済むよう、さっさと気持ちを伝えろよ」

「……ああ。そう、だな」

　ライリーの言葉に、ウィルフレッドは神妙な顔つきで頷いた。

　正直、まだ怖い。ここしばらくのソフィアの行動を考えると、ウィルフレッドはフラれてしまうかもしれない。

　けれど、諦めることもできそうになかった。だってこんなにも、彼女の動向一つ一つに心乱されている。無理そうならやめようと思える程度の想いであるはずがない。

「それから……。これはちょっと可能性あるなって話。ソフィア様の性格を考えると、口の上手い男に丸め込まれて、強引に交際スタートになる恐れがある」

「……」

　言われてみればそうだ。その光景が想像できてしまい、ウィルフレッドはなにも言えずに頭を抱えた。

　彼の頭の中には、よからぬ男に捕まったソフィアが声をあげて泣く姿が描かれている。

「ソフィア様の資産目当ての男も……」

「も、もうやめてくれ……。耐えられない」

　口だけの者や金目当ての男にソフィアが泣かされる未来なんて、絶対に訪れさせたくない。阻止一択だ。

　今のところ、彼女に接触しているのは主に騎士団員で、そのような輩はいないようだが……。ソフィアがこの先も独身だった場合は、どうなるかわからない。

　ライリーの言う通り、彼女の人のよさや素直さにつけ込む人間も現れるかもしれない。

　しかし、侯爵家嫡男で騎士団長という立場のウィルフレッドが夫としてそばにいれば、そういった者を追い払うことができるだろう。

　ライリーに恐ろしい話をされたウィルフレッドは、怖いからともたもたしている時間はないことを理解した。

　他の男……特にソフィアを悲しませる者に、彼女を奪われるわけにはいかない。

（ソフィア様を傷つけるような男から、彼女を守らねば……！）

　彼からは気迫にも近いものがにじみ出ている。彼女を想う気持ちが、玉砕の恐怖に勝った瞬間だった。

　何故ソフィアに距離をおかれているのかは、よくわからないままだ。けれど、それが彼女から逃げる理由にはならなかった。

「ライリー」

「ん？」

「俺は決めたよ。今度こそ、ソフィア様へのプロポーズを成功させる。他の男になどかっさらわれてたまるか」

　自身の決意を口にする彼は、団員たちの前で指揮をとっているときのように力強く凛々しかった。
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「私を振るなんて、ありえない」

　一人の女性が、ぎゅっと拳を握ってわなわなと震える。

　彼女の名前は、ナンシー・コリンズ。見合い相手のウィルフレッド・カーライルに縁談を断られたのだ。

　今まで男性に拒絶されたことがなく、今回も絶対に上手くいくと思っていた。

　結婚すると決まったも同然だと思ったから、見合いをするのだと周りにも話した。なのにこの仕打ちだ。

　自分がフラれた、という形で噂が広まっていることは、このうえない屈辱だった。

　見合いの際、彼に理由を問えば、心に決めた人がいると答えた。自分よりも優先される女がいるなんて、一体どこの誰なのだろう。

　怒りに燃えた彼女が調査してみれば、相手はすぐに判明した。

「ソフィア・ミントン……」

　彼女の激情は、自分を振った男ではなく、彼が想う人に向けられた。
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「では、明後日の朝に本部前合流ということで。こちらからは、もう一人治癒担当の者と、魔物担当の者を連れてまいります」

「よろしくお願いします。エルシィ様」

　騎士団本部の会議室にて、騎士たちと言葉を交わすのはエルシィだ。

　正面には黒板、中央にはコの字型に並べられたテーブルと椅子、あとは資料をしまうための棚があるぐらいの簡素な部屋だが、用途を考えればこんなものだろう。ごてごてと飾り付ける必要もない。

　そんな場所で騎士に交じる彼女は、子爵令嬢というだけあって気品や華やかさがあり、やや浮いているようにも見えた。

　会議を終えたのはお昼時を少し過ぎたぐらいだったが、今日のエルシィは午後にも騎士団での用がある。

　次の用件まで時間の空いたエルシィは、書類に目を通しながら騎士団本部の廊下を進む。待ち時間にどうぞ、と用意された控室へと向かっているのだ。

（メインの治癒担当は私だから……補佐を頼むならあの子ね。対魔物は……今回の作戦の規模を考えると……）

　聖女としての彼女が使えるのは、治癒の力のみ。退魔たいまと豊穣ほうじょうに関しては実効性がなく扱えないも同然だが、代わりに治癒に関しては他の聖女たちよりも優れた能力を持っていた。

　ゆえに、騎士たちとの関わりも多く、回復担当として彼らの任務に同行する機会も少なくない。そのため、騎士団本部内に設置された聖女用の控室には迷わず向かうことができる。

　自分以外の聖女の選定も任された彼女は、はあ、と小さく息を吐く。

（ソフィアが現役だったら、治癒も退魔も一人でこなせたのよね……）

　今回は、エルシィも含めて三人の聖女の派遣が要請されている。

　作戦の規模を考えれば平均的な人数で、エルシィの力が足りないわけでもないのだが、ふとしたとき、どうしても考えてしまう。

　ソフィアが今も聖女として活躍していたら、と。

　大聖女ソフィアの力は、それだけ圧倒的だった。魔物退治を任せれば周囲の魔物は簡単に消し飛ぶし、聖堂に集められた人々の怪我を一度に治しきることだってできた。

　ソフィアが同行する魔物退治では、騎士たちは野盗のような人間相手の戦闘だけに注意を払えばよかったぐらいである。

（あの子が規格外だっただけなのは、わかってる。けどまあ、情けなくはなるわよね……）

　ソフィアであれば一人でも十分すぎるところに、三人。彼女が抜けた穴の大きさと、それを自分たちが埋められていないことに、少々憂鬱になる。

　エルシィの唇から、大きなため息がもう一度漏れ出た。

（……って、ダメよこんなんじゃ！　ソフィアだって今も頑張ってる。あの子がいなくたってやるのよエルシィ！）

　そう意気込み、前を向いたのとほぼ同時に――。

「きゃっ」

　女性二人の小さな悲鳴が、重なった。

　どうやら、向かい側からやってきた誰かにぶつかってしまったようだ。

「すみません、こちらの不注意で……って、ソフィア!?」

「エルシィさん？」

　想いを馳せていた相手が目の前にいたものだから、エルシィは水色の目を見開いた。

　ソフィアも突然のことに目をぱちぱちさせている。

　互いに前を見ていなかった現役聖女と元大聖女は、驚きでいくらか見つめ合ったあと、ふふ、とどちらともなく笑みをこぼした。






「エルシィさん、いらしてたんですね」

「ええ。今日は午後もこっちで仕事よ」

　たまたま休憩が重なっていたため、二人は聖女用の控室で時間をともにしている。

　ソファ、テーブル、姿見に……と、ある程度の家具は揃っており、少し会話するにはちょうどいい場所だ。

「さっきはごめんね。ちょっと考え事してて……」

　二人掛けのソファに並んで座るエルシィが苦笑する。なにをそこまで考え込んでいたのかは、ソフィア本人には言わなかった。

「いえ、私こそ……。ちゃんと前を見ていませんでした」

「お互い、相手が騎士様だったら体格差で吹き飛ばされてたわね」

　それを聞いたソフィアが、視線をやや上に向けて……。屈強な男性に弾き飛ばされたエルシィが床に座り込み、しくしくと泣く姿を想像して顔を青くした。

「ぶつかったのが私でよかったです……！」

「なんか変な想像してない？　まあ、いつものことか……。でも、ウィルフレッド様ならこちらが怪我をする前に助けてくれそうだわ。反射神経もいいでしょうし、なにより紳士だもの！」

「っ……」

　ソフィアもそう思うでしょ、ぐらいの気持ちでそう言ってみると……彼女が纏う雰囲気が、途端に変わった。

　それまで和やかに話していたのに、急に黙ってしまったうえ、さっと横を向かれたのだ。

「……ソフィア？」

「い、いえ。なんでも……。たしかに、団長さんなら助けてくれそうデスネー……。はは、あはは……」

「あなたのそれは、なんでもないって言わないのよ……。やっぱり、ウィルフレッド様となにかあったの？」

　ここ最近のソフィアの変化は、エルシィも把握していた。

　今だって、質問には答えずに下を向いてしまっている。

　騎士団に入ったばかりのころは、「団長さん団長さん」とあんなにも嬉しそうにしていたのにこれだ。なんでもない、は無理がある。

　二人の仲を応援し続け、プロポーズするようウィルフレッドを焚きつけた者として、こんな風に彼らの距離が開いてしまうことは望んでいない。

　なんとか修復したい。彼のことでなにか思い悩んでいるのなら、少しでも力になりたい。そんな思いから、エルシィは隣に座る彼女に優しく語り掛ける。

「ねえ、ソフィア。なにか悩んでいるなら、話してみて？　もちろん、無理にとは言わないけれど……。誰かに話して楽になることや、解決することもあると思うの」

「……」

　ソフィアは俯いたままだが、どうすべきかと考えている様子だった。

　少しの沈黙が流れたあと、彼女はぽつぽつと話し始めた。ソフィアも、一人で抱えるのは限界だったのだ。

　ウィルフレッドが結婚すると聞いた。自分はなにも知らない。相手は誰なのだろう、と。

　そうするうちにつらくなってきたのか、ソフィアの瞳からはぽろぽろと涙がこぼれていった。

　彼に恋心を抱いていることは口にこそしなかったが、エルシィにしてみれば、その様子を見れば一目瞭然だった。

（ああ、やっと気が付いたのね）

　あの鈍いソフィアが、ようやく自分の抱く気持ちを理解した。やはり、ウィルフレッドに恋していたのだ。

　エルシィは、長年二人を見守ってきた者として感慨深くなると同時に――。

（どうしようこれ！）

　と焦りに焦っていた。

（プロポーズの相手はあなたよって言っていいの!?　よくないよね!?）

　その一言で解決するのだが、ウィルフレッドが動く前にエルシィの口から伝えてしまうのはよろしくないだろう。

　しかし、このままソフィアを悲しませ続けるのも嫌だった。

　どうすべきかとおろおろするエルシィの隣で、ソフィアは今もぐすぐすと泣いている。エルシィと二人きりの安心感からか、ついには、ふえ、うえっ……ううっ……と声まで漏れ出す状態だ。

「え、えっと……。ウィルフレッド様本人には聞いてみたりしないの？　誰と結婚するんですかーって……」

　人差し指を立てたエルシィがおそるおそるそんなことを言えば、ソフィアの瞳からはだぱーっと涙があふれる。無言なものだから余計に痛々しい。

「ごめんねえ！　聞けないよねえ！　私が悪かったわ！」

　エルシィは、思わずぎゅっとソフィアを抱きしめた。

（どうしよう！　どうしようこの状況！　なんとかしてください、ウィルフレッド様……！）

　ソフィアを泣き止ませることができるのは、彼女をこうした張本人でもあるウィルフレッドだけだ。

　腕の中のソフィアに、大丈夫よ、ごめんね、と声をかけつつ、エルシィは心の中でウィルフレッドに助けを求めた。

　そんなエルシィの祈りが通じたのだろうか。ドアの向こうから「ウィルフレッドです」と声がしたものだから、彼女は「助かった～！」と心の中で歓喜した。

　身体を強張らせるソフィアにもう一度「大丈夫」と伝えて、入室を促す。

　エルシィは信じていた。ウィルフレッドが、こんな状態のソフィアを放置するわけがない。しっかりと話を聞き、すぐに誤解を解くはずだと。

　失礼します、とドアを開いたウィルフレッドの瞳に、予期せぬ人物の姿が映り込む。

「……ソフィア様？」

「団長さん……」

　涙に濡れたソフィアと、ソフィアがここにいること、彼女が泣いていることに驚くウィルフレッドの視線が絡んだ。

　ウィルフレッドは素早く、けれどソフィアを怖がらせないよう静かに彼女の前まで移動して、ソファの前に膝をつく。

「ソフィア様、どうされたのですか」

　おそらくエルシィに用があったのだろうが、片膝をたて、ソフィアに向かって語り掛ける彼にはもう、愛しい人以外見えていない。

　あとはウィルフレッドがなんとかするだろうが、二人に任せていたらソフィアはなにも言わないかもしれない。だから、エルシィはソフィアの不安を代弁した。

「ウィルフレッド様。ソフィアはあなたが誰と結婚するのか、わからないみたいです。……教えてあげたらいかがですか？」

「俺の、結婚？」

　ウィルフレッドは、どういうことかと一度はエルシィのほうを見た。しかし目の前のソフィアがぶわっと泣いてしまったものだから、すぐに視線が戻される。

「誰と結婚するつもりなのか、ソフィアにしっかり伝えてくださいね」

　慌てる彼にエルシィはもう一度念押しすると、聖女のために用意された部屋を出た。






　ウィルフレッドと二人きりにされたソフィアは、大変困っていた。

　失恋した相手が自身の前で膝をつき、心配そうにじっと見つめてくるのだから当然だろう。

　一方ウィルフレッドは、涙するソフィアを案じながらも、エルシィが残した言葉の意味について考えていた。

（俺が結婚しようとしていると、ソフィア様も知っている？　だが、相手が誰なのかはわかっていない。そして、しっかり話せというキャンベル嬢の言葉……）

　ウィルフレッドは、一つの考えにいきついた。

「……ソフィア様。あなたは、俺が他の誰かと結婚すると思っているのですか？」

　反射的にそう口にしてから、ハッとする。これでは、ソフィアが自分の結婚話にショックを受けているようではないか。

　自意識過剰ではと恥じ、俯きそうになったウィルフレッドだったが、すぐにぱっと顔をあげることになる。

「……違うのですか？　団長さんが結婚するって、みんな噂しています。私、そんな話、全然、聞いたこと、なかったから……」

　ソフィアの声も、身体も、震えている。あまりにも痛ましい姿に抱きしめたくなる衝動を抑えつつ、ウィルフレッドは努めて穏やかな声を出す。

「……俺が結婚しようとしているのは、本当です。指輪を選んだりしていたから、そこからそういった噂が発生したのでしょうね」

「っ……。そう、だったのですね。団長さんなら、きっと、いい家庭を、きず、け……」

　彼女の言葉は、そこで止まった。

　あなたならきっと大丈夫。おめでとうございます。そう伝えなければいけないと思っているのに、ソフィアはそれ以上何も口にすることができない。

　ひっく、ひっく、としゃくりあげる音が、静かな部屋に響く。

　彼女のそんな姿を見て、ウィルフレッドは自身の考えが正しかったことを悟った。

　ソフィアは、勘違いをして泣いている。彼女の涙を止めることができるのも、この誤解を解くことができるのも、自分だけだ。

　そう判断した彼は、即座に覚悟を決めた。

　本当なら、上等なレストランや、二人の思い出のある場所に彼女を呼び出して、言葉を選んでプロポーズしようと考えていたのだが、そんなことを言っている場合ではない。

　ウィルフレッドの中で最も優先度が高いのは、彼女の笑顔と幸せを守ることなのだ。

「ソフィア様」

　膝をついたままのウィルフレッドが、そっと彼女の手に触れる。小さな手を両手で包み込むと、長年想い続けた相手をまっすぐに見つめながら、彼女に届くよう一音一音はっきりと言葉を紡いだ。

「俺が結婚を申し込もうとしている相手は、あなたです」

「……へ？」

「俺は、あなたと結婚したいのです。ソフィア様。ずっと前から、あなたを愛していました」

　驚きで涙が止まったソフィアに、ウィルフレッドは優しく語りかけていく。結婚したいという決定的な一言を伝えた男は、もう躊躇がなかった。

「大好きです。夫婦としてあなたとずっと一緒にいたいです。あなたが妻としてそばにいてくれたら、いくらでも頑張れます」

「え？　あ、あい、してる？　つま？」

「はい。あなたを愛しています。結婚して俺の妻になってほしいです」

「へ、あ、わわ、わ……。私……？」

　ソフィアは混乱しきった様子で、ウィルフレッドの想いがきちんと届いているか、いまひとつ怪しいところはある。だが一応、話自体は聞こえているようだ。

「私……。私……？」

　と繰り返すソフィアにウィルフレッドがいちいち「あなたです！」とはきはきと答えるものだから、彼女の顔は徐々に赤くなっていく。

「あ、あの……。団長さんが結婚しようとしていた相手って、私なんですか……？」

　顔を真っ赤にして、おそるおそる、といった様子で聞くソフィアに、ウィルフレッドはやっぱり、

「はい！　あなたです！　ソフィア様！」

　と力強く答えた。

「は、はひ……」

　ウィルフレッドの想う相手も、結婚を望む女性も、自分だった。そのことをはっきりと理解したソフィアは、湯気が出そうなほどに全身を赤くして、ぷるぷる震えたままなにも言わなくなってしまった。

　さらには、「永久就職」の件も、四人での食事会の帰りに「ともに歩んでほしい」と言われた件も、どちらもプロポーズだったとようやくわかったものだから、ソフィアはもういっぱいいっぱいだ。情報量の多さに気絶してしまうかと思ったぐらいである。

　その日は結局、ソフィアは彼に返事ができないまま終わった。

　あまりのことに処理がおいつかず、イエスもノーも言えなくなってしまったのだ。

　ウィルフレッドも、突然のプロポーズにすぐに返事がもらえるとは思っていなかったから、「またあとで聞かせてください」「あなたが落ち着くまで待ちます」と伝えて彼女を解放した。

　このときには、両想いであると両者確信していた。だからウィルフレッドにも待つ余裕があったのだ。彼女はきっと頷いてくれる。そう思っていた。
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　ウィルフレッドの「プロポーズ」から数日後。

　休暇日だったソフィアは、一人でお気に入りのカフェにやってきていた。トレードマークの花冠もつけている。

　ソフィアのことを花冠で認識している人もいたらしく、つけ直した途端に声をかけられる回数が増えたときにはちょっと笑ってしまった。

　ソフィアのお気に入りはテラス席だったが、流石にこの時期は寒いため屋内の席を利用している。

　暖炉も設置されているものの、寒さが厳しくなり地域によっては深く雪も積もり始めた今では、店内も少し肌寒く思える。

　だというのに、ソフィアはぽぽぽ、と顔を赤くしていた。顔のみならず、全身がぽかぽかだ。その理由は――。

（団長さんが結婚しようとしている相手って、私だったの……!?）

　ウィルフレッドに想いを伝えられたあの場面を、何度も何度も頭の中で再生しているからだった。

　跪いた彼が、大きな手でそっと、けれど情熱的に自分の手をとり……。真摯に言葉を紡いでくれた。彼の黒い瞳には、自分しか映っていなくて。彼が本気なことも伝わって。返事を急かしたりせず、待つ、とも言ってくれた。

（待つって言ってくれたけど……。近いうちにお返事しなきゃなんだよね!?　私もですって……私もあなたと結婚したいです、好きですって、答えるんだよね!?　できるかなあ！）

　自分の気持ちを伝えるのは、恥ずかしい。最近自覚したばかりだから、余計にかもしれない。

（いつ言えばいいの!?　団長さんがタイミングを作ってくれるのかな……!?　でも、いつなら大丈夫なのかって他の人にはわからないよね!?　じゃあ、私から誘って……？）

　幸せを感じながらも、あわあわぐるぐるのソフィア。このまま結婚一直線かと思われた彼女の前に、すっと影が落ちた。

　顔をあげると、そこには一人の女性が立っていた。

「ごきげんよう、ソフィアさん」

「ご、ごきげんよう……？」

　戸惑いオウム返しをしながらも、まじまじと彼女を見つめてしまう。それほどに人目を引く容姿だったのだ。

　腰まで届くチェリーブロンドの髪に、金色の瞳。一本一本が輝く絹糸のような髪は、よく手入れされているのがわかる。

　平民の出で、王から与えられた屋敷に住む今も、使用人がいることに慣れないソフィアなどでは、とてもではないがその域に到達することはできないだろう。

　大きな金の瞳はやや釣りあがっており、少々勝ち気そうな雰囲気だ。鼻筋はすっと通っていて、輪郭のラインも美しい。唇は小ぶりだがふっくらと柔らかそうで、紅がよく似合っていた。

　服装も、簡素なワンピースの上に上着を羽織っただけのソフィアとは違い、見事な金の刺繍が施された赤いドレスを身に纏っている。

　どこからか使用人らしき男性が現れ、すっと椅子を引く。女性は当然のようにソフィアの前に腰かけると、にっこりと微笑んでみせた。

　目の前の彼女は、同性のソフィアですら見惚れてしまうほどに美しかった。

　おそらく、高位貴族の女性だろう。

「あの、あなたは……」

「ナンシー・コリンズ、といえばわかるかしら？」

「……！」

　ナンシー・コリンズといえば、ウィルフレッドと見合いをしたという伯爵令嬢だ。

　実際に会うのは初めてだが、評判ぐらいはなんとなく知っている。

　しかし、どうして彼女がこの場に現れ自分に話しかけてきたのかは、わからない。

「あの、ナンシー、さん……？　私になにかご用でしょうか……？」

　団長さんのお見合い相手だー！　と緊張しながらおずおずとそう聞くと、ナンシーはおかしそうにくすくす笑う。

「あら、わからないのね。身分もわきまえずにずいぶん浮かれていたようだから、それも仕方がないかしら」

「っ……」

　にこやかに見えるが、目が笑っていない。声も背筋がひやっとするほどに冷たくて、ソフィアは言葉に詰まる。

　目の前の彼女の背格好は、ソフィアとさほど変わらない。普段接している騎士たちと比べ、ナンシーは華奢といえるだろう。

　ソフィアは近接戦闘の心得もあるため、聖女としての力を失った今でも、同性と戦って負けることはほとんどない。対してナンシーには、そういった強さはないように思える。

　なのにどうしてか、ナンシーから強烈な圧を感じる。勝てない、とソフィアに悟らせるなにかがあった。

　聖女として戦いの場にも身を投じてきたソフィアが感じてきたものとは、種類の違う恐怖と威圧感。

　その正体がわからないまま、ぴりりとした緊張感の中でなんとか前を向いていた。

「……単刀直入に言うわ。ウィルフレッド様と結婚するのはおやめなさい」

「……！」

「今ここで何も言えない。わたくしに対してまともな挨拶もできない。そんなあなたが、侯爵家の妻としてやっていけると思って？」

「そ、れは……」

「貴族社会は、あなたが思うほど簡単な世界じゃない。侯爵家の妻ともなれば、屋敷や使用人の管理、女性たちを招いてのお茶会の開催、夫に有益な情報を提供できるよう動いたりと、求められる役割は多岐にわたる。招待会を開いたときは、常に人間関係を把握して上手く場を回さなければいけないわ。平民の出で、社交界とは無縁のあなたに、そんなことができるのかしら」

　冷や水を浴びせられたような気分だった。

　ウィルフレッドと結婚するつもりで浮足立っていた気持ちが、一気にしぼんでいく。

「あなたでは、ウィルフレッド様を支えることはできない。聖女としては一流でも、貴族の妻としては下も下。あなたのような下賤の者に、あの人の隣に立つ資格はない」

「そんな、こ、と……」

　言い返そうと思ったが、下を向いてしまう。

　ソフィアは元々、自分のような身分の人間ではウィルフレッドに釣り合わないと思っていた。

　けれど彼にプロポーズされて、ふわふわとしてしまって。両想いだったことがわかって、嬉しくて。見たくないもの……身分差の問題からは、目をそらしていた。

　ナンシーの言葉はそんなソフィアを深々と突き刺し、現実を見せつけた。自分と彼では生まれも育ちも違いすぎる、妻として彼の役には立てないという、現実を。

「本当は、わかってるみたいね。自分では分不相応だって。ちゃあんと理解できている人は、嫌いじゃないわ」

　ナンシーが自身の手のひらをあわせ、ぱっと笑顔を作った。はたから見れば極上の笑顔だが、正面に座るソフィアには変わらず敵意が向けられている。

「ソフィアさん。ウィルフレッド様のことは、わたくしに任せてくれないかしら。王国一の花嫁候補と呼ばれる者として、必ず幸せにしてみせるから。彼がいくらあなたを愛していると言っても、きちんとお断りして、彼の前から姿を消せば諦めるはずだわ」

「です、が……。姿を消す、といっても、私に他の行き先なんて」

　ソフィアはつい先日まで就職活動を行っていた。

　けれど、最初と同じでやはり雇ってくれる場所はなかった。

　ソフィアに、騎士団以外の行き先などない。彼の前から姿を消すことなどできはしないのだ。

　自分にそう言い聞かせるが、ソフィアが作った「逃げ道」もナンシーに封じられてしまう。

「それなら大丈夫。わたくしの親戚筋の家で働けるよう、取り計らってあげるわ。王都からなるべく離れた土地で、ね」

「っ……！」

「もう一度言うわ。ウィルフレッド様のことはわたくしに任せて、あなたは引きなさい。あなたは、彼にふさわしくない」

　きっぱりとそう告げられたソフィアは、なにか言葉を返そうとするものの……。ぱくぱくと口を開くだけで終わった。

　黙ってしまったソフィアにふわりと微笑むと、ナンシーは静かに立ち上がり、一通の封筒をおいた。

「ウィルフレッド様から離れることを決めたら、そこに連絡なさい。……あなたが賢明であることを、祈っています」

　これ以上話すことはなかったのか、そう言い残し彼女は立ち去った。

　後姿までもが優雅で、自分と彼女は……侯爵家の嫡男であるウィルフレッドは別の世界の存在であることを、強く自覚した。

　彼はいつも優しく、身分を理由にソフィアにきつくあたったり下に見たりすることはない。だから勘違いしそうになるが、ウィルフレッドはナンシー側の人間だ。

　もし自分が妻になったとして、その立場にふさわしい振る舞いができるだろうか。

　作法などは叩き込まれることになるだろうが、今から学んでもナンシーの足元にも及ばないだろう。

　平民と結婚したと、カーライル家が蔑まれる可能性だってある。

　ソフィアは、ウィルフレッドのことが好きだ。

　友人や上官としてではなく、異性として。ともに人生を歩んでいきたい人として、彼を想っている。

　彼の隣にいるのは、自分であってほしかった。それは確かで、その気持ちは今も変わっていない。

　けれどそれよりも、優先したいことがある。ウィルフレッドの幸せだ。

　ナンシーの言う通り、平民の出のソフィアでは彼を支えることはできない。幸せにするのも、おそらく無理だろう。

　妻として力不足であっても、ウィルフレッドは笑って許してくれるだろうが、そんなことソフィア自身が許せない。

　自信がないのですと話せば、彼はそんなソフィアすらも受け入れ、大丈夫だと思える言葉を並べてくれるとわかる。だがソフィアはそんな気休めを望んでいるわけではなかった。

　ソフィアは、揺れて、揺れて、揺れて。

　自宅に戻ってからも、一人ベッドに横たわって考えて。

　ナンシーと話した数日後には、ウィルフレッドの妻としての役割を果たすことができるのは、彼女のような女性である、という結論を出してしまった。

　そしてソフィアは、ウィルフレッドから離れるため、彼を適切な人と結婚させるために動き始める。

















第五章












「ここが、コリンズ伯爵家の遠縁のお屋敷……」

　目の前に立つ建物と手元のメモを見比べながら、ソフィアが呟いた。

　遠縁であるがゆえに爵位はないが、商人として成功しているとかで貴族のお屋敷とそう変わらない造りであるように見えた。

　あの日ナンシーが残した封筒の中には、「その気になったらこの家に連絡をするように」と記された便箋が入っていた。

　彼女は離れた土地に仕事を用意すると言っていたが、実際に案内されたのは王都のはずれだ。

　こちらは王都に用があるときに使う別邸で、本邸は他地方にあるという話だから、雪解けのころにそちらへ移動することになるのかもしれない。

　今日からの数日間、ソフィアはこのお屋敷の使用人として働くことになる。

　短期間なのは、手紙でのやりとりの際、まずはお試しでいいと屋敷の主人が言ってくれたからだ。

　うちが厳しければ他の職場も紹介できるとまで書き添えてあり、ソフィアはその心遣いに感謝した。

　どうやら、合わない仕事で無理をせず済むよう、ナンシーが取り計らってくれたようだ。

　突然身を引けと言われたときには驚いたが、彼女はきっと気遣いのできる女性なのだろう。

　おかげで、騎士団に在籍している状態で、まとまった休暇をもらうだけでここに来ることができた。再就職が決まったら、タイミングを見て騎士団を辞めるつもりだ。

　プロポーズへの返事は、まだしていない。本当なら早くに断らなければいけないのだが、一歩踏み出すことができずにいた。

（あんなことを言ってくるからには、ナンシーさんは団長さんのことが好き……なんだろうな。なら、任せて大丈夫なはず。私は私で、頑張ろう）

　メモをコートのポケットにしまい、目を閉じる。軽く深呼吸したら、屋敷のベルを鳴らした。






　ソフィアを出迎えてくれたのは、人のよさそうな青年だった。年のころは、二十と少しといったころだろうか。

　手紙のやりとりをしていたため、名前は先に聞いていた。アラン、というそうだ。

　主人としては若いな、なんて思っているのが顔に出ていたのか、自分は当主の息子で、勉強を兼ねて王都で暮らし、屋敷の管理を任されているのだと話した。

　屋敷に招き入れられたソフィアがまず行ったのは、使用人の制服――メイド服への着替えだ。動きを阻害しない程度の丈の上着も与えられた。

　就職活動が難航していた際、働きたいと高ぶって自身の部屋でこっそりメイド服を着たことがあったソフィアは、仕事着として使うことができた！　と内心大歓喜していた。

「今日は初日だから、簡単な掃除をしてもらうよ」

　柔和な笑顔を浮かべる彼が、着替えたソフィアを伴って三階へ上がる。この服装で主人とともにいると、雇われている感があってなかなかよい。

　屋敷は三階建てで、部屋数も多い。外から見えるだけでも、窓は十個以上あっただろう。

　しかし使用人は少ないようですれ違うことはなく、屋敷の案内も仕事の説明もアランが行っている。

　少し不思議には思ったが、ソフィアの暮らしだってさほど変わらない。

　ここに比べれば劣るが、彼女は二階建てのお屋敷を王から授けられている。

　流石に一人では管理しきれないから使用人もいるが、育ちゆえに落ち着かないためごく少人数で、仕事量も質もさほど要求していない。

　屋敷がぼろぼろにならなければそれでいいぐらいの感覚だ。

　二階建てで済んだのだって、もっといい家を用意しようとした王を「私にはもったいない」と必死に説得したからである。

　……そういうところも貴族の妻には向かないだろうな、と考えてソフィアは苦笑する。

　きっとアランも、同じようなタイプなのだろう。

　ソフィアが最初に受けた指示は、三階の廊下と、廊下にある窓の掃除だ。

　道具は既に用意してあったため、簡単な説明を受けてから仕事に取り掛かる。

　一言に廊下と窓といっても、お屋敷そのものが立派なため、すぐに終わる量ではなかった。

　ここに来たときは朝だったというのに、そろそろいいかな、と思うころにはお昼を過ぎていた。

　昼休憩を挟んだら、次は部屋の掃除へ。今回も三階である。

　客室のような部屋をいくつか綺麗にしたあとは、なにもないがらんとした一室へ通される。

　アランが言うには、こちらは特別な客人を通すための部屋で、数日後には一新した調度品を運び込むのだそうだ。

　その前に中のものを全て取り払った状態で、床や壁を徹底的にきれいにしたいとか。

　なるほど承知いたしました、とソフィアは頷きはたきを手にした。

　まずは高いところのほこりを落とし、掃き掃除をして……。と順調に仕事を進めていく。

　少し経ったころ、そろそろ水をかえたほうがいいだろうとバケツを持ってドアのほうへと向かう。

　なんの抵抗もなくすんなりと開くとばかり思っていた扉は――がちゃ、と音をたてるだけだった。

「……あれ？」

　バケツを床におき、もう一度ドアノブに触れる。しかしどう動かしてもがたがたと音をたてるのみだ。どうやら、外から鍵がかかっているようだった。

「アランさーん！　いらっしゃいますかー？」

　気が付いてもらえるよう声を張り上げるが、返事はない。物音もしないから、近くには誰もいないのだろう。

「困ったなあ……」

　そもそも、何故鍵をかけているのだろう。疑問には思ったが、「なんで！」と愚痴を言っても仕方がない。

　そのうち誰かが様子を見に来るだろう。人の気配がしたらまた声を出せばいいと考えて、ソフィアは掃除に戻った。

　さらに時間は経ち、窓の外が暗くなり始める。ランプなども用意されていないため、視界が悪くなってきている。

　このころには、流石のソフィアもおかしいと思い始めていた。

　存在を忘れられたか、故意に閉じ込め放置されているのか。

　そのどちらかだろうが――とにかく、この状況が続くのはまずかった。

　グラントール王国の冬は厳しい。王都は比較的マシなほうではあるが、夜間帯は極寒となる。

　暖房もきいていなければカーテンや寝具もないこの部屋で、これ以上過ごすのは危険であるといえた。

　現に、ソフィアは既に寒さで手がかじかみ、頭痛にも襲われ始めている。

（このままだと、危ない……）

　こうなった以上、屋敷の主人であるアランがなにを考えているのかなんて、もう関係なかった。

　ソフィアが閉じ込められていることに誰も気が付かず、助けてもくれないなら、自分でこの状況を打開するしかないのだ。

　明るいうちに窓の外も確認したが、三階というだけあって高さがある。おりるのに使えそうな布製品もないため、窓から外に出ることはできないだろう。

　となると、脱出に使える場所は一つだけ。

　元大聖女ソフィアは――鍵、またはドアを破壊することを決めた。

　声も出したし、音もたててみたし、待つこともした。それでも誰も来ないのなら、やるしかない。

　それが国中をまわる中で、それなりに修羅場もくぐってきた彼女の判断だった。

　普段はふわふわのほほんとしているし、それがソフィアという人の本質ではあるのだが……。元大聖女という立場ゆえ、それだけの女性ではない。

　野盗に襲われたり、人質にされそうになったり、聖女の介入をよく思わない者に邪魔をされたりと、危険が盛りだくさんだったのだ。それらのピンチを乗り越えてきたのが、ソフィアという人だった。

　必要であれば、雇われ先のドアを壊すぐらいは、する。







＊＊＊








　ウィルフレッドがソフィアに想いを伝えたあの日から、二週間近く経過していた。

　そろそろ返事を聞いてもいいだろうか、まだ待ったほうがいいだろうか、とわくわくどきどきして過ごしていた彼だが、今日ばかりは少々憂鬱な気分だった。

　何故なら――。

「コリンズ嬢。私に見せたいものとは？」

　ずっと好いてきた女性と両想いであることがほぼ確定し、プロポーズへの返事待ちをしているこの状況で、他の女性と会うことになったからである。

　カーライル家の一室で、目の前の女性、ナンシー・コリンズに向けられたウィルフレッドの声は無機質だ。

　突き放すとまではいかないものの、彼女に対して個人的な好意がないことは明白だった。

　笑顔ではあるが、ソフィアに向ける愛情たっぷりのものとは違い、社交のための作り物だ。

　一人称を「私」に変えていることからも、個人として話しているわけではないという彼のスタンスが窺えた。

　使用人も複数人控えており、一瞬たりとも二人きりになどなるつもりはないことを示している。

　それでもナンシーは、怯むことなく優雅に微笑む。

「ふふ、相変わらずつれないお方」

　口元を押さえてくすくすと笑うナンシーとは対照的に、ウィルフレッドはため息をつきたい気持ちだった。

　もちろん、ウィルフレッドだって最初は断ろうとした。再びソフィアを誤解させ、泣かせるわけにはいかないからである。

　しかし今回は、縁談ではなく商談だと聞いている。騎士の名門カーライル家の嫡男で現団長であるウィルフレッドに、ぜひ見てほしい品があるらしい。

　ウィルフレッドを通して騎士を始めとした戦闘職の者たちに広め、利益は両家で分け合うと言われてしまえば、カーライル家として無視もできなかった。

（だからといって、見合いを断った直後に……）

　コリンズ家から持ち込まれた話をその場で破談にしたのはウィルフレッドだ。今回は別件とはいえ、それなりに気まずかった。

　だが、コリンズ家の使用人が運び込んだ品々を前に、彼の気分は上昇する。

「これは……見事だな……」

「ウィルフレッド団長にそうおっしゃっていただけると、鼻が高いですわ。コリンズ領の者たちも喜びます」

　ウィルフレッドの前に並ぶのは、剣や鎧といった武器・防具だ。しかし彼の関心は、武器そのものではなく、そこに施された装飾に向いていた。そのどれにも紋が彫られ、宝石が埋め込まれているのだ。

　戦死した場合などに、この宝石と紋様が個人を識別する材料にもなるだろうと、ナンシーは話した。

　現職のウィルフレッドだからわかるが、可動域や強度に問題が出ないよう飾り方にも工夫がされている。

　宝石の質・種類は希望に応じて変更可能。予算が少ない場合は模造石も使用できるという。

　装飾が施された武具はこれまでにも見てきたが、宝石の産出地が用意した品というだけあって特に出来がいい。

　加えてコリンズ領の品にはブランド価値もあるため、ウィルフレッドはこれらを求める者は多いだろうと判断した。

「……コリンズ嬢。詳しく話を聞いても？」

「ええ。もちろんですわ。でも、その前に」

「？」

　ウィルフレッドは、カーライル家次期当主としてコリンズ家の娘と話すことを決めた。彼は少々武器マニアの気があるため、先ほどに比べると機嫌もいい。

　ナンシーもにこりと笑うから、このまま商談に進むのかと思ったのだが……。

「ウィルフレッド様。改めて申し上げます。わたくしをあなたの妻に迎えてはいただけませんか？」

　突然縁談に話が戻ったものだから、ウィルフレッドは「……は？」と間の抜けた声を出した。






　なんだか雲行きが変わってきたが、商談相手でもあるため無理やり追い返すわけにもいかず、ウィルフレッドはナンシーにお茶を出す羽目になっていた。

「……コリンズ嬢。前にも話した通り、私には心に決めた人がいます。ですから、他の女性との縁談は……」

「全てお断りしています、でしたね。一途でとても素敵です」

「でしたら、何故……」

「ウィルフレッド様が想う女性は、元大聖女のソフィア・ミントン様ですね？　わたくしは彼女から、あなたのことを任されたのです」

「……は？」

　本日二度目の「は？」だった。

　ウィルフレッドの想い人がソフィアだと知られているのは構わない。ライリー曰く、騎士団の者はみんな気が付いているという話だったからだ。

　部外者であっても、少し調べればすぐにわかるだろう。

　理解できなかったのは後半だ。

「ソフィア様が、任せた……？　なにを？　誰に？」

「あなたの妻の役割を、わたくしに任せるとのことです」

　ナンシーは静かにそう言って、カップを手に取りお茶を口に含む。「まあ美味しい」という呟きのあとに、流石カーライル家だと続けた。

　カップをテーブルに置くと、それまでにこやかだったナンシーの表情が曇る。

「先日、ソフィア様とお話させていただく機会があったのです。彼女は……自分に侯爵家の妻が務まるのかと、とても思い悩んでいました。そして、『ウィルフレッド様をあなたに任せたい』とおっしゃったのです。ソフィア様は平民の出だと聞きます。侯爵家に嫁ぐのは、荷が重かったのかもしれません」

　まるで、ソフィアのことを心配し気遣うかのような話し方だった。

　ウィルフレッドは言葉に詰まる。優しく頑張り屋な彼女のことだ。貴族の妻としてふさわしい働きができるのだろうかと思いつめてしまう可能性は、十分にあった。

「ソフィア様はたしかに、あなた個人のことは慕っていたのかもしれません。……けれど、侯爵家嫡男の妻となる覚悟はできなかった。そういうことなのでしょう」

「そ、んな、こと……。私は、聞いていません」

「直接伝えるのは、お辛かったのでしょうね」

　ナンシーは「お可哀想に」と言いながら悲しげにため息をついた。絶世の美女が他者を案じて物憂げにする姿は、多くの男を虜にするだろう。

　それらのその他大勢と変わらず、目の前の男……ウィルフレッド・カーライルもいずれ陥落すると、ナンシーは考えていた。






　ナンシー・コリンズ伯爵令嬢は、幼い頃から厳しい教育を受けてきた。彼女の美貌と才覚を早くに見出した両親が、よりよい家へ嫁げるようにと過剰なぐらいに期待したのだ。

　結果、ナンシーは自慢の娘となり、国一番の花嫁候補とまで呼ばれる淑女となった。

　彼女が微笑むと、どんな男も虜になり言うことをきいた。彼女を拒絶する男など、いるわけがなかった。

　しかし、グラントール王国で最も人気のある貴族女性ともなれば、厄介ごとに巻き込まれることもある。夜会になど出れば、酔った男が迫ってくることなど日常茶飯事だ。

　けれど彼女はそれらをかわす術を持っていたし、男同士で勝手に争うため助けが来ることも多い。

　だから彼女は、大事にはならないだろうと考えていた。

　だが、あの夜は違った。

　公爵家で開かれた舞踏会にて、ナンシーはその家の嫡男にしつこく言い寄られていた。権力にものを言わせて気に入らない者を辺境に追いやることもあり、使用人への暴力も多々あるという噂の男だ。

　かなり酔っていたようで、ナンシーを別室に連れ込もうとするのだからさすがの彼女も肝を冷やした。

　普段であれば誰かが割って入ってくるのだが、相手が悪かったのか、みな気まずげに目をそらすのみ。

　このままでは、襲われてしまうかもしれない。ナンシーは初めて身の危険を感じた。

「……失礼。ずいぶん酔いがまわっておられるようだ」

　その時、男の腕を掴み、ナンシーを逃がしてくれた人がいた。たまたまその場に居合わせたウィルフレッドだ。

　家柄こそ侯爵家だが、彼は騎士団長でもある。同性であってもその腕力や迫力には気おされてしまうようで、ウィルフレッドに柔和な、だが有無を言わさぬ笑みを向けられた男は、途端に大人しくなった。

　そのとき、ナンシーは自分を助けてくれたウィルフレッドを気に入った。この男がほしいと思った。

　だから、すぐに結婚を申し込んだ。絶対に断られることはない。ウィルフレッドは自分のものになると、確信して。

　しかし結果はどうだ。彼は平民の女に入れ込み、迷うそぶりすら見せずに自分からの申し入れを断ったではないか。

　初めての経験に彼女は動揺し、いつしか彼の想い人――ソフィアに対して怒りを抱くようになった。

　その後は、ソフィアをウィルフレッドから遠ざけるよう動いた。

　彼女は今頃、コリンズ家の親戚筋の屋敷にいるはずだ。

　仕事を紹介する、まずはお試しでいいと伝えて呼び出したあとは、彼女を亡き者にするつもりだった。

　生かしておけば、彼女の気が変わったり、ウィルフレッドが説得に成功してしまったりする可能性があるからだ。

　試用期間は今日からという話だから、手筈通りにいけば数日後には動かなくなったソフィアが見つかるだろう。

　そうすれば……ウィルフレッドは、亡きソフィアの言葉に従い、自分と結婚することになる。

（あと少しで、ウィルフレッド様はわたくしのもの）

　ソフィアが身を引いたと聞いて考え込むウィルフレッドの前で、ナンシーの唇が弧を描いた。






「……ウィルフレッド様。そういった事情ですから、ソフィア様のことは諦めて、わたくしと……」

「……そのお話、よくわかりました」

「じゃあ……！」

　わたくしと結婚してくれるのね。そう捉えたナンシーの表情がぱあっと華やいだ。

「ですが、まだソフィア様本人とお話していません」

　だが続く言葉は、彼女の期待とは全く異なるものだった。

「身分差を気にすることぐらい、わかっていたはずなのに……。彼女を不安にさせてしまった、私の落ち度です。こちらがもっと気にかけるべきだった。ソフィア様にはもう一度気持ちを伝え直し、じっくり話し合います」

「……は？　え？」

　この期に及んで、ウィルフレッドの表情や声から読み取れるのは、ソフィアへの愛情だ。

　彼からすれば、ソフィアは身分差を理由に逃げたも同然だというのに、責める気などこれっぽっちもないようだった。

　むしろ、身を引いたところも含めて、愛おしく思っているようにすら見える。

　巻き込んでしまって申し訳ない、と言ってから、ウィルフレッドははにかんだ。

「コリンズ嬢。あなたのおかげで、これ以上ソフィア様とすれ違わずに済みそうです。ありがとう。こちらは私がなんとかしますから、あなたは自身の望む人と……」

「～～っ！　ふざけないでよ！」

「コリンズ嬢？」

　たまらずナンシーが声を荒らげる。勢いよく立ち上がり、ばんっとテーブルを叩くという淑女らしからぬ動作までついていたものだから、ウィルフレッドは目を丸くした。

「なんで、私じゃなくて平民の女なの!?　あんな女、なんの役にも立たないじゃない！」

「コリンズ嬢、それは……」

「あなたの妻にふさわしいのは私！　あの女は逃げたの。あなたのもとには二度と戻らない！」

　ナンシーの心を奪った男は、他でもないウィルフレッドだ。

　その彼に「あなたが望む人と」などと言われてしまったものだから、感情を抑えることができなかった。

「なにが元大聖女よ！　才能があっただけで努力なんてしてない、なにもせず担ぎ上げられた女でしょ!?　聖女としての力を失ったなら、ただの平民じゃない！　あんなへらへらした無能な女のなにがいいの!?　ありえない、ありえない、ありえない……！　私は、ずっと頑張ってきたのに。家族の期待に応えられるよう、価値のある女になれるよう、ずっと……」

　ナンシーはソフィアを否定する言葉を吐き続けたあと、ずるずるとその場にへたりこんだ。

　普段であれば心配し手を差し伸べたであろうウィルフレッドは、椅子に座ったまま動かない。

　長年想っていた相手、それもこの国の英雄をひどい言葉で罵倒した者に手を貸すほど、彼はお人よしではなかった。

「……あなたがソフィア様のなにを知っている」

　ナンシーに向けられた黒い瞳は、冷え切っている。

　ウィルフレッドは心底自分を軽蔑している。そう理解した彼女は、床に手をついたまま「はは、ははは」とひきつった笑いを漏らした。

「そう……。逃げられちゃっても諦めないんだ。でも、もう遅いのよ。ソフィアはこれから死ぬんだから」

「……なに？」

「ソフィアは死……」

「もう一度、言ってみろ」

　ふわり、と揺れるなにかがナンシーの視界に入りこむ。それがウィルフレッドの服の裾だと気が付くのに、そう時間はかからなかった。

「ソフィア様になにをするつもりだ。吐け」

　先ほどまで静かに座っていたはずのウィルフレッドは、いつの間にかナンシーの前にしゃがみこみ、彼女の顎をぐっと掴んで上を向かせていた。その手つきに優しさなどなく、ナンシーの顎は痛みを訴えている。

「正直に話せ。ナンシー・コリンズ」

　彼に惹かれたあのとき、公爵家の男から逃げる自分を見守ってくれたまなざしは、そこにはなかった。

　彼の黒い瞳から光は消え、今はただただ冷たく彼女を見下ろしている。目の前が真っ暗になったような感覚に襲われるほどの威圧感。

　真実を話さなければ、どうなるかわからない。ナンシーは、直感的にそう理解した。






　ナンシーから計画の全容を聞き出したウィルフレッドはすぐさま馬に飛び乗り、ソフィアがいるはずの屋敷へと向かう。

　行き先は王都のはずれだ。馬で飛ばしても一時間以上かかる。

（ソフィア様、どうかご無事で……！）

　既に辺りは暗くなり始めている。到着するころにはすっかり闇に覆われてしまうだろう。

　ナンシーが話した通りなら、遅くなればなるほどソフィアを危険に晒すことになる。

　彼女の計画はこうだ。

　ソフィアを屋敷の一室に閉じ込め、冬の寒さを利用して弱らせる。

　動けない程度に衰弱したら外に連れ出して雪の中に捨て、冬季の事故ということにして命を奪う。

　グラントール王国では、そういった事故は珍しくもない。夜間に軽装で外に出たり、無理に雪の中を進んだりすれば、たとえ王都であっても命を失う危険がある。

　騎士として人命救助にも従事するウィルフレッドは、冬の怖さをよく理解している。

　もしも誰の助けもなかったら、ソフィアはナンシーの計画通りの最期を迎えるだろう。

「ソフィア様……！」

　祈るような気持ちで、ウィルフレッドは駆けた。






　ようやく件の屋敷に辿り着いたウィルフレッドは、ベルを鳴らすこともなくドアに手をかけた。鍵がかかっていたが、扉は蹴破って壊した。

　破壊音に気が付いた男――おそらく屋敷の主人であろう――が飛び出してきたが、ソフィア様はどこだと聞いても答えなかったから、無視して進んだ。

　三階建ての建物にソフィアを閉じ込めるとしたら、おそらく二階以上。一階では、窓から簡単に逃げられてしまうからだ。そう判断した彼は、三階へ駆け上る。

　声を出しながら一室一室見て回ろうと考えていたが、廊下に出ると同時に彼女がいる場所がわかった。

　明らかに、様子の違う空間があったのだ。整然とした屋敷にもかかわらず、ある一室の前にだけこれでもかと物が置いてある。

　ドアの真ん前にはチェストがあり、誰かを閉じ込めていますと言わんばかりだ。

「ソフィア様！　ウィルフレッドです！　ソフィア様！」

　ここだと判断した彼は、彼女の名を叫ぶ。少しの間をおいて、

「だんちょう、さん？」

　と、かすかだが、中からソフィアの声が聞こえた。

　ほとんどの者には聞こえないほどの、小さなものだった。しかし彼女を追い続けたウィルフレッドが、聞き逃すはずもない。

「ソフィア様！　今助けます！」

　ソフィアの声にいつもの明るさや元気はなく、明らかに衰弱している。早く、早くしなければと、ウィルフレッドは扉を塞ぐ物を蹴散らしていく。

　最後の砦のように置かれていたチェストすらも、騎士団長である彼にかかれば空箱からばこのように動いた。

　扉は外から施錠されている。主人を脅して鍵を差し出させるより、壊す方が早いと判断した彼は、ソフィアが近くにいないことを確認してから一思いに蹴り壊す。

　見た目よりは脆く、簡単に壊れた気がした。

　これはソフィアが一人奮闘し、扉にひびを入れていたからなのだが、今のウィルフレッドに理由を気にする余裕などなかった。

　彼はすぐに部屋に入り、隅にうずくまるソフィアに駆け寄った。

「ソフィア様！」

「だんちょう、さん……」

　かろうじて意識はあるようだが、顔は真っ白で身体も冷え切っている。状態はかなり悪いといえた。

　ウィルフレッドは即座に自身のジャケットとコートをソフィアに羽織らせると、彼女を抱き上げてその場を立ち去った。

















第六章












　なんだか、とても温かい。ぽかぽかして、ふわふわして。幼い頃、家族の声を聞きながら眠ったときのようだ。

　ずっとここにいたくなるような安心感と心地よさに包まれながら、ソフィアの意識はゆっくりと浮上する。

（あれ？　私……）

　ぼうっとしたまま目を開ける。何度か瞬きするが、瞳に映る天井も横を向いたときの光景もいつもと違っていて、状況が飲み込めない。

　どうやらベッドに寝かされているようだが、ここは一体どこなのだろう。

　ゆるりと手を顔のほうへ持ってこようとするものの、どうしてか動かすことができない。

　なんだろう、と少し身体を起こして見てみれば、そこには――。

「だんちょう、さん……？」

　ソフィアの手をぎゅっと包み込み、祈るように目を閉じるウィルフレッドの姿があった。

　顔の位置は低く、彼はベッドの横で膝をついているようだった。この温もりの正体は、ウィルフレッドだったのだ。

「……！　ソフィア様……！」

　ソフィアが目覚めたことに気が付いた彼が、顔をあげる。その表情は、今にも泣き出してしまいそうで。

　無事でよかった、と彼が続けたから、ソフィアは「ああ、そういえば」と自身の身に起こったことをぼんやりと思い出していった。






　ナンシーの親戚筋の屋敷に向かったソフィアは、身体を温めるものなどない部屋に閉じ込められた。

　夜を迎えてこれ以上冷え込む前にドアを破壊することを決め、掃除用具で叩いたり足で蹴ったりしていると扉の向こうに人の気配を感じた。

　助けを求めたが、鍵が開くことはなく。それどころか、がたがたと部屋の前になにか運んでいるような音が聞こえだした。

　屋敷の主人・アランは故意に自分を閉じ込めている。ソフィアはそう理解した。

　扉一枚ならソフィアの力でも突破できたかもしれないが、物を置いてさらに塞がれてしまってはどうにもできず。

　寒さにも耐えられなくなり、なるべく窓から離れた位置でうずくまることしかできなくなってしまった。

　それから、どれくらいの時間が経ったのだろう。薄れていく意識の中で、ウィルフレッドの声を聞いた。

　そのあとのことは、覚えていない。だが、状況は理解できていた。

　ウィルフレッドが言うには、ここは件の屋敷から近い診療所だそうだ。

　騎士団本部に戻る余裕はなかったため、近くの医師のもとへ飛び込んだのだろう。

　ベッドと棚があるぐらいの簡素な作りだが、暖炉でぱちぱちと薪が燃えており室内は温かい。

「だんちょうさんが、わたしを助けてくれたのですね」

「……遅くなってしまって、申し訳ありません」

　彼はしゅんと眉を下げる。もっと早くに駆け付けられなかったことを、悔いているのだ。

「だんちょうさん、そんな顔、しないで。わるいのは、私だから。たすけてくれて、ありがとう」

　あの家を紹介してきたのはナンシーだ。ソフィアを追い詰め……おそらくは命までも奪うつもりだったのは、彼女だろう。

　ナンシーの悪意に気が付かなかったのも、あれだけの屋敷に使用人がいないといった違和感を見過ごしてしまったのも、ソフィアだ。今になって、この計画を他の者に知られないよう、人払いをしていたのだと理解した。

　だから、ウィルフレッドはなにも悪くない。自分が迂闊だっただけだ。

　もっとしっかりと言葉を届けたいのに、まだ力が戻らないせいで弱弱しくなってしまう。

　これでは優しいウィルフレッドはさらに心配する。もう大丈夫だと伝えたくて、ソフィアは彼の頬に向かってそっと手を伸ばした。

　しかし、やや距離があるために届かない。じゃあ、と動こうとしたらウィルフレッドに止められたため、「近くに来てください」なんて言ってしまった。

　ウィルフレッドが言う通りにしてくれたから、今度こそ、ソフィアは彼の頬に触れる。

　温かくて、男の人なのに肌は柔らかく滑らかだ。意外な感触に、ソフィアから笑みがこぼれた。

「ふふ、すべすべ……」

　そんなソフィアを見下ろしながら、ウィルフレッドは彼女の手に自分のそれを重ねた。今の彼女は、温かい。全快にはほど遠いが、くすくすと笑ってもいる。

　冷え切り意識を失うソフィアを見ていた彼は、その事実に心の底から安堵した。

「……ソフィア様。あなたを不安にさせてしまい、申し訳ありませんでした」

「……え？」

「詳しいことは、回復してからにしましょう。……ですが、これだけは、今言わせてください。俺が結婚したいと思うのは、あなただけだ。もし、貴族の妻として優れた人がいたとしても……俺は、あなたがいい。なにも言わずに俺の前から立ち去ったりなんて、しないでください。不安があれば、いくらでも話を聞きます。解決策を探します。あなたが安心できるよう、自信を持って過ごせるよう、二人で一緒に考えたい」

　手と手が重なったまま紡がれていく彼の想いを、ソフィアは静かに聞いていた。

（ああ、この人は、出会ったころから変わらない）

　ウィルフレッドは、ソフィアに対していつだって真っすぐだった。

　彼に妬みをぶつけられたこともあるが、五つも下の自分にすぐに謝ってくれた。

　そのあとは、頻繁に様子を見に来てくれた。

　悲しいとき、そばにいてくれた。あなたが一人で泣いているのは嫌だと言ってくれた。

　彼の気持ちは、変わらない。きっと、この先も。

　ソフィアは、人が変わってしまうことを知っている。妬みや恨みから抜け出せない人がいることだって、理解している。

　だからこそ、想いを貫いてともに歩んでくれると信じられることの尊さが、よくわかる。

「きみ以外、考えられない。愛しているんだ、ソフィア」

「……！　うぃるふれっど、さま……」

　ソフィアの頬をつう、と涙がつたっていく。

「わたしも、あなたのことが、だいすきです」

　ようやく、ソフィアからも想いを返すことができた。ずっと見ないふりをしてきた、自分の気持ち。両想いだとわかってからも、恥ずかしくて言えなかった。けれど、一度口にしてみたら、何度でも彼に伝えたくなった。

「……だいすき。だいすきです。ウィルフレッドさま」

　だいすき、と繰り返すソフィアを、感極まったウィルフレッドが抱きしめる。

　町の小さな診療所で、二人は身を寄せ合う。

　彼らの想いは、この先も変わることはないだろう。

　たとえ、二人の関係が婚約者や夫婦に変わったとしても、だ。
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「お待たせしました！」

「お疲れ様です！」

「午後も頑張ってください！」

　騎士団の食堂に、女性の明るく元気な声が響く。

　男所帯ではなかなか聞くことのできないその女性の声は、今では本部の名物のようになっている。

　彼女に会えるのは週数回のため、食事を受け取る男たちはここぞとばかりに言葉を交わしていた。

　配膳を担当する女性、ソフィア・ミントンに笑顔を向けられた者たちは、みなでれっと表情を崩す。

　しかし、彼女に告白しようなどという者はもういない。

　何故なら、ソフィアはウィルフレッド・カーライルと正式に婚約したからである。

　侯爵家の嫡男で、現団長。そんな男の婚約者にちょっかいをかけようとする者など、いるはずもなかった。

　ソフィアの笑顔も、明るい声も、騎士団に入ったばかりのころと同じだ。

　彼女は、騎士たちのサポートができること、居場所があることを嬉しく思っていた。

　食堂の隅から、そんなソフィアを優しく見守る人物が一人。

　婚約者の座を手にした男、ウィルフレッドだ。

　こうしてソフィアを見つめているのは前と変わらずだが、彼の表情にはどこか余裕がある。

　自分こそが、ソフィアの特別である。その意識を持った男は、「彼女と話すな」なんて嫉妬をすることもなく、「俺の婚約者は可愛いだろう」と堂々と胸を張るようになった。

（今日も楽しそうだが……。無理をさせていないか、心配になるな）

　ソフィアは今、騎士団での仕事と奥様修業を平行して行っている。

　ウィルフレッドはどちらかでいい、無理はしなくていいと伝えたのだが、彼女はできれば仕事も続けたいと言ったのだ。

　そう願い出てきたときの彼女はひどく申し訳なさそうだったから、両立は難しいと理解していたのだろう。それでも「続けたい」と言い出すあたり、強い望みであることが伺えた。

　家族のこともあってか、ソフィアはどうも誰かの役に立たないと落ち着かないようだ。

　ウィルフレッドからすれば、ソフィアの存在そのものが尊く、そこにいるだけで最高なのだが……。それは、これから教えていこうと考えている。

　なにより、ウィルフレッドはソフィアの「お願い」に弱い。愛する人の希望はなるべく叶えてあげたかった。

　きみの好きにしてくれ。ただし無茶はさせない。そんなスタンスだ。

　奥様修業とのバランスを考え、週数回、昼食後の片づけが終わるまで食堂で働いてもらうことになった。

　カーライル家は騎士の名家であるため、「夫婦で騎士団を支えるならよいだろう」と特別に許可も出ている。

　婚約後もソフィアに会えると聞いた騎士たちも喜び、団の士気は維持されている。






　ソフィアが亡き者にされかけた一件から、ひと月ほどが経過していた。

　あのあと、ソフィアが回復したころを見計らい、ソフィアとカーライル家とで話し合いの場が設けられた。

　彼女はやはり身分の差と、彼の妻として力不足であることを気にしていたが、そういった不安はウィルフレッドとカーライル家の者が溶かした。

　カーライル家の人間は、ソフィアが平民の出であることなど気にしていない。

　そもそも、平民出身の大聖女と王族が結婚した歴史もある国なのだ。

　元大聖女と侯爵家嫡男の婚姻に、なんの問題があるというのだろう。

　身分の差など、最初からあってないようなものだった。

　それでも妻としての能力については、これから高めていくことになる。奥様修業を避けることはできない。

　しかしカーライル家の女主人、つまりはウィルフレッドの母が、

「ソフィア様とはいつ婚約するの？」

「ソフィア様が義理の娘になるのよね、どうしましょう」

「なんでも教えちゃうわ！」

　とそわそわしていることを知り、ソフィアの緊張は一気にほぐれたようだった。

　ウィルフレッドの家族は、彼が騎士団長にまで上り詰めることができたのはソフィアのおかげだと知っている。長年想い続けていたことにも、なんとなく気が付いていた。

　そのうえソフィアは元大聖女で、この国の英雄ときた。

　彼らはソフィアの嫁入りを大いに歓迎し、じっくりと丁寧に教育を行うつもりだった。

　できるようになるまで、何度でも教える。必要な場面ではしっかりとサポートをする。放り出したり、見捨てたりしない。だから、怖がらなくていい。ぜひ、うちの息子と結婚してほしい。

　ウィルフレッドの両親がそんな風に言ってくれたから、ソフィアは彼との婚約を受け入れた。

　これっぽっちも不安がないと言えば嘘になる。けれど、彼と、彼の家族となら、乗り越えられる気がした。






　二人が婚約してからも、エルシィとライリーは相変わらず喧嘩してばかりいる。

　だが、変化の兆しはあるようだ。

　これまで来る者拒まずなところのあったライリーが、女性からの告白を断ると宣言したのである。

　どうも、長年の片思いを成就させたウィルフレッドを見て、彼なりに思うところがあったらしい。

　子爵令嬢のエルシィと、貧民街出身のライリー。

　結ばれることがないようにも思える二人だが、実のところ、団長の副官にまで上り詰めたライリーを高く評価する貴族もいる。

　その中には、エルシィの父であるキャンベル子爵も含まれていた。

　二人の仲が進展する日も、そう遠くないのかもしれない。






　元大聖女ソフィアを葬ろうと企てたナンシーと実行犯の男は、既に牢の中だ。

　もしも相手がただの平民であれば、権力でもみ消すこともできたかもしれない。

　だが、ソフィアを害そうとしたとなれば話は違う。

　今回の件については、英雄をいたく気に入っていた王も激昂している。

　実のところ、まだ婚約していない王子がいれば、ソフィアは王家に嫁いでいた可能性もあったのだ。そんな女性に手を出せば、伯爵家の者とてただではすまない。

　ナンシーへの正式な処分はまだ下っていないが、少なくとも幽閉は免れないだろう。

　再びソフィアを狙う可能性があるとされたら、もっと重い刑になることも考えられる。

　ウィルフレッドは立場上、ナンシーの今後について聞き知る機会がある。

　けれどソフィアには「彼女は捕らえられた。適切な罰を受ける」としか伝えていない。

　彼は、婚約者の心を守ることを優先していた。












　食事を受け取る騎士たちの列が途切れ、ソフィアはちょっぴりの空き時間を手に入れた。

　そのあいだに、彼女はカウンターの中からきょろきょろと食堂を見回し……。

　ウィルフレッドを見つけると、ぱあっと表情を輝かせてぶんぶんと手を振った。

　ウィルフレッドも、彼女に応えてひらひらと手を動かす。

　婚約者になったからこその、ちょっとした戯れだ。

　しかしソフィアはすぐに気が付く。

（今、仕事中だった……！）

　と。

　パッと動きをとめ、手をおろす。両手で頬を押さえる彼女は、遠目でもわかるほどに恥ずかしがっている。顔も耳も可哀相なぐらい真っ赤だ。

　そんなソフィアの銀の髪には、ヘアピンがついている。小ぶりなピンクの花がついた可愛らしいもので、ふわりとした雰囲気の彼女によく似合っていた。

　これは、騎士団での仕事中にも使えるようにと、団の規則内でウィルフレッドが見繕った品だ。

　プライベートでは、十三歳の誕生日に彼から贈られた花冠を、仕事中は最近もらったばかりのヘアピンを、ソフィアは身に着けている。

「これでいつでもウィルフレッド様と一緒ですね！」

　彼女がそう発言したときには、ウィルフレッドは幸福で天にも昇ってしまいそうになったものだ。

　食事の受け渡しが再開されたため、ソフィアは仕事に戻る。

　まだ顔は真っ赤だが、騎士たちへの声掛けがとまることはなく、「お疲れ様です！」と元気な声がウィルフレッドの元にも届く。

（ああ、ソフィアは今日も最高に可愛い）

　彼は心底愛おしそうに目を細め、婚約者を見つめ続ける。

　元大聖女で英雄のソフィア・ミントンは、大好きな人に見守られながら、今日もいきいきと働いている。







了
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